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第8回下野市天平マラソン大会が開催されました第 8回下野市天平マラソン大会が開催されました

［
 広

報
し

も
つ

け
 ]

	
■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
	

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
26年

3月
号
	
■
〒
329-0492	栃

木
県
下
野
市
小
金
井
1127番

地
　
■
TEL:0285-40-5550

／
FAX:0285-40-5572	

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp



　

式
典
の
裏
方
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
た
実
行
委
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。 

（
敬
称
略
）

■
南
河
内
地
区
実
行
委
員

　

櫻
井　

潤
也　
　
　

慶
野　

芽
以

　

菅
谷　

駿
基　
　
　

栄
元　

翔
川

　

山
口　

莉
沙　
　
　

飯
田　

健
太
郎

■
石
橋
地
区
実
行
委
員

　

千
葉　

小
夜　
　
　

宮
越　

拓
未

　

落
合　

智
耶　
　
　

平
野　

拓
哉

■
国
分
寺
地
区
実
行
委
員

　

海
老
原　

拓
哉　
　

大
越　

翔
平

　

添
野　

裕
子　
　
　

野
澤　

こ
ず
え

■
南
河
内
地
区

▼
常
に
感
謝
の
気
持
ち
と
笑
顔
を
絶
や
す

こ
と
な
く
、
周
り
の
人
に
元
気
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
パ
ワ
フ
ル
な
社
会
人
に
な
り

た
い
で
す
。

▼
地
元
の
友
達
を
大
切
に
、
そ
し
て
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
成
人
を
迎
え
て
、
新
た
な
道
の
り
が
始

ま
る
。
身
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
で
迷
う
事
や
悩

む
事
が
必
ず
あ
る
と
思
う
が
、
な
る
べ
く

多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
人
生
を

後
悔
の
な
い
よ
う
歩
ん
で
い
き
た
い
。

■
石
橋
地
区

▼
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

両
親
・
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多

く
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

▼
社
会
に
出
て
多
く
の
人
の
役
に
立
つ
こ

と
が
、
両
親
へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
ま
だ
学
生
な
の
で
「
成
人
し
た
」
と
い

う
実
感
が
あ
ま
り
湧
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
は
一
人
の
大
人
と
し
て
社
会
の
役
に

立
て
る
よ
う
勉
学
に
励
み
ま
す
。

■
国
分
寺
地
区

▼
本
日
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
は
20
代

の
地
図
を
描
い
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
こ
の
式
を
通
過
点
と
思
っ
て
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
成
人
を
迎
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
く
中
で
、
今
ま
で
支
え
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。

実
行
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　１月12日（日）、大人の仲間入りを果たす若者を励ます成人式が市内３会場で開催

され、総勢529人が参加し大人の仲間入りを祝いました。

　会場では、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人たちが、大人になった

喜びと懐かしい友人たちとの再会に明るい笑顔を浮かべながら、人生の節目となる大切

な日を楽しみました。新成人の皆さんのこれからのご活躍を期待しています。

成人式

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
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成人式

謝辞

開式の言葉

南河内実行委員
石橋会場

謝辞

石橋実行委員謝辞

国分寺実行委員

国分寺会場

成人式

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
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◆
新
庁
舎
実
施
設
計
完
了

　

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
平
成
27
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、

平
成
24
年
10
月
に
基
本
設
計
を
ま
と
め
た
後
、
詳
細
部
分
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
25
年
12
月
に
実
施
設
計
を
ま
と
め
、
26
年

度
早
期
の
工
事
着
手
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、窓
口
や
執
務
室
を
配
置
し
た
庁
舎
棟
と
、機
械
室
・

公
用
車
を
収
納
す
る
付
属
棟
で
構
成
し
、
周
辺
に
駐
車
場
や
多

目
的
利
用
可
能
な
市
民
広
場
を
配
置
し
ま
し
た
。（

左
の
図
参
照
）

◆
完
成
模
型
を
展
示

　

市
で
は
、
設
計
の
完
了
に

併
せ
、
新
庁
舎
の
完
成
模
型

（
縮
尺
３
０
０
分
の
1
）
を

作
製
し
ま
し
た
。
こ
の
模
型

は
、
多
く
の
方
々
に
立
体
的

に
新
庁
舎
の
す
が
た
を
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
、
市
役
所

国
分
寺
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
て
い
ま
す
。模
型
で
は
、

新
庁
舎
周
辺
の
道
路
や
建
物

の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
し
て
畑
な

ど
も
リ
ア
ル
に
表
現
し
て
い

ま
す
。

◆
造
成
工
事
の

　
　
　
　
　

進
捗
状
況

　

昨
年
着
手
し
た
新
庁
舎
敷
地

造
成
工
事
や
道
路
な
ど
の
関
連

工
事
は
、
市
民
の
方
々
の
ご
理

解
・
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

概
ね
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
造
成
工
事
な
ど

の
完
成
に
向
け
工
事
を
す
す
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

庁
舎
建
設
準
備
室

　

☎（
40
）５
５
６
８

造成工事のようす（敷地南側より1月21日撮影）

庁舎敷地利用計画図（配置図）

展示している完成模型

完成予想図（国道４号入口方向より）

新庁舎建設事業予定表

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

造成工事

本体工事

開庁見込

施工

予定

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
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連載vol.1 ： ねんりんピック栃木２０１４

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎（５２）１１１５

 ◆とちぎ大会スケジュール
会場 ＆ 日付 10/4（土） 10/5（日） 10/6（月） 10/7（火）

栃木県総合運動公園 総合開会式
ふれあい広場

交流大会会場（14市6町） スポーツ交流大会・ふれあいスポーツ交流大会・
★文化交流大会（下野市：囲碁）・健康づくり教室

マロニエプラザ ふれあいニュースポーツ・健康フェア・相談コーナー・ふれあい広場・
健康福祉機器展・オリジナルイベント・併催イベント・共催イベント

栃木県庁 地域文化伝承館・オリジナルイベント

栃木県総合文化センター
美術展

ファッションショー 音楽文化祭 シンポジウム
総合閉会式

　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている全国健康福祉祭は、６０歳以上
の方々を中心に、あらゆる世代が交流を深めることができるスポーツ、文化、
健康と福祉の総合的な祭典です。今年の第２７回大会は栃木県で開催され、
下野市では「囲碁交流大会」が行われます。

ねんりんピック栃木2014囲碁交流大会inしもつけ
平成26年10月5日㈰・6日㈪　下野市石橋体育センター

◆囲碁交流試合◆
　全国の厳しい予選会を勝ち抜いた216名の強者が、団
体戦・個人戦の“てっぺん”（頂点）を目指し下野市に
集結！熱い戦いが繰り広げられます。
◆公開対局＆大盤解説◆
　テレビでよく見る「囲碁番組」を石橋体育センターで
再現！プロ棋士VSアマチュア棋士の対局をプロ棋士が
解りやすく解説します。
◆健康づくり教室◆
　人生、健康第一！測定機器を使った、血管年齢測定、
肌年齢測定や、健康相談、栄養相談、口腔相談等を
行います。

◆日本を代表するトッププロが来場します◆
　「宇宙流」と呼ばれる棋風で「世界最強の男」の異名
を取った、武宮正樹九段が来場予定。
　その他、「美しすぎる女流棋士」など総勢5名のトッ
ププロが来場します。お楽しみに♡
◆指導対局＆囲碁教室◆
　憧れのプロにチャレンジできる絶好の機会です。
　囲碁初心者の方を対象に、プロ棋士が教室を開催し
ます。
　お子様からお年寄りの方まで、自由に参加できます。

ねんりんピック（囲碁）に関する情報を、

毎月発信していきますのでよろしく！

－来月予告－
★Key person：戸塚和夫氏[日本棋院栃木県本部長]登場！
★IGO腕試しクイズ～The next move～

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
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投
票
で
き
る
人

　

平
成
6
年
4
月
21
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
26
年
1

月
12
日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を

し
、
引
き
続
き
下
野
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

（
投
票
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し

た
方
は
、
投
票
所
入
場
券
が
届

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。）

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
な
ど
を
記
載
し
た
投

票
所
入
場
券
は
、
4
月
14
日
㈪

に
発
送
し
ま
す
。（
圧
着
式
の

は
が
き
で
２
名
連
記
に
な
っ
て

い
ま
す
。
投
票
の
際
は
、
ご
自

分
の
入
場
券
を
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

こ
の
投
票
所
入
場
券
は
、
選

挙
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
と
、
投
票
所
で
選
挙
人

名
簿
の
本
人
照
合
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

郵
便
事
情
に
よ
り
入
場
券
が

届
い
て
い
な
い
場
合
や
入
場
券

を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

で
き
な
い
方
や
、
目
が
不
自
由

で
点
字
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
（
ご
本
人
に
投
票
所
へ
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。）

不
在
者
投
票

〇 

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指

定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・

入
所
中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

施
設
管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

〇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

一
定
基
準
以
上
の
障
が
い
や

要
介
護
区
分
に
該
当
す
る
方
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ

め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
お
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

て
い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
で
受
付
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

便
利
な
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
（
4
月
20
日
）

に
予
定
が
あ
り
、
投
票
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

　

4
月
14
日
㈪
〜
19
日
㈯
の
毎

日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8

時◆
期
日
前
投
票
所

・
国
分
寺
公
民
館

・ 

石
橋
庁
舎
（
駐
車
場
内
プ
レ

ハ
ブ
室
）

・
南
河
内
公
民
館

※
期
日
前
投
票
は
、
右
記
の
3

施
設
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
投
票
日
当
日
は
、
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
自
分
で

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が

〇 

他
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投

票

　

旅
行
や
出
張
な
ど
に
よ
り
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
で
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票

　

開
票
は
、
4
月
20
日
㈰
午
後

8
時
50
分
か
ら
、
石
橋
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
下
野
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
参
観
は
自

由
で
す
。

　

ま
た
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
政
見
等
を
記
載
し

た
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込

み
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。（
4

月
17
日
予
定
）

※
新
聞
未
購
読
の
方
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
郵
送
に
て
お
送
り
し
ま

す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
次
の
施
設
の

窓
口
に
も
備
え
付
け
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

市
役
所
各
庁
舎
、
市
公
民

館
、
市
図
書
館
、
ふ
れ
あ
い

館
、
き
ら
ら
館
、
ゆ
う
ゆ
う
館
、

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

市
内
郵
便
局
、
市
内
金
融
機

関
、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
一
部
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

　

3
月
25
日
㈫

　

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係

者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。（
1

陣
営
の
出
席
者
は
3
名
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

下野市議会議員選挙

下
野
市
議
会
議
員
選
挙 

4
月
2020
日
㈰　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

身
近
な
政
治
の
代
表
者
を
選
出
す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

Shimotsuke
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下野市議会議員選挙

当　日　投　票　所　一　覧

　投票日当日（4月20日）の投票所は、次の一覧のとおりです。投票所入場券が届きましたら、必ず開封（はがきの
右下角と左下角から開けられます。）し、記載されている投票所名をご確認ください。
　また、投票日（4月20日）には、入場券に記載されている投票所へ、時間に余裕をもってお越しください。
　なお、各投票所の地図（案内図）は、市ホームページまたは市携帯サイトで確認することができます。

投票区 投票所名 投票区 投票所名

第1 薬師寺小学校体育館 第12 児山館

第2 南河内公民館※１ 第13 石橋北小学校（プレイルーム）

第3 祇園小学校体育館 第14 細谷小学校（西校舎会議室）

第4 南河内東公民館 第15 石橋商工会館

第5 吉田西小学校体育館 第16 国分寺駅西児童館

第6 南河内第二中学校ミーティングルーム 第17 国分寺小学校体育館

第7 グリーンタウンコミュニティセンター 第18 国分寺公民館

第8 緑小学校体育館 第19 国分寺西小学校体育館

第9 石橋庁舎（駐車場内プレハブ室） 第20 こども通園センター「けやき」
（国分寺図書館隣）※３

第10 石橋小学校多目的室（旧給食室） 第21 コミュニティセンター友愛館

第11 古山小学校体育館※２ 第22 医大前コミュニティセンター

※１　南河内庁舎（別館会議室）は、庁舎取り壊し工事準備のため南河内公民館へ変更になりました。
※２　古山小学校は、これまでの西側昇降口より体育館へ変更になりました。
※３　旧保健センターは、こども通園センターへ名称変更になりました。（投票所の場所は変わりません。）

南河内公民館投票所のご案内
〈案内図〉

体育
センター

南河内
図書館

南河内
庁舎

グラウンド

投票所
（南河内公民館）
投票所

（南河内公民館）駐車場
P

〈案内図〉
古山小学校投票所のご案内

駐車場

プールプール

P
駐車場

東
門 文

教
通
り

正門

校庭

P

北門（西） 北門（東）

投票所
（体育館）

（車は入れません）

（
車
は
入
れ
ま
せ
ん
）

お車でお越しの際は、公民館前の駐車場をご利用く
ださい。投票所は２階中央のギャラリーです。

お車でお越しの際は、北門（西）から職員駐車場をご
利用ください。（正門・東門から車は入れません）投
票所は体育館です。

下野市選挙管理委員会　☎（40）5562

Shimotsuke
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日
本
伝
統
工
芸
士
会

功
労
者
表
彰

　

平
成
25
年
度
日
本
伝
統
工
芸

士
会
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
1

日
に
和
歌
山
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
塗
物
・
織
物
・
焼
物
な

ど
の
伝
統
工
芸
士
会
功
労
者
26

名
が
表
彰
を
受
け
、
下
野
市
で

は
本
吉
田
の
鶴
見
絹
江
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
見
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り

本
場
結
城
紬
伝
統
工
芸
士
会
の

会
員
と
し
て
、
伝
統
工
芸
で
あ

る
結
城
紬
の
伝
統
文
化
の
維

持
・
継
承
と
技
術
保
存
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
日
本
伝
統
工
芸

士
会
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

市
内
で
３
名
の
方
が
百
歳
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
は

市
長
よ
り
祝
詞
と
お
祝
い
の
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

澤
野
ゆ
き
さ
ん
（
大
正
2
年

12
月
生
）
は
、
習
字
や
絵
、
切
り

花
な
ど
を
本
格
的
に
習
い
、
ま
た

若
い
時
に
は
社
会
的
な
こ
と
に
も

興
味
が
あ
り
、
婦
人
ク
ラ
ブ
に

入
っ
た
り
読
書
会
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
人
に
尽

く
し
て
お
り
、
施
設
で
は
皆
さ
ん

か
ら
慕
わ
れ
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。「
一
生
は
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。

幸
せ
だ
っ
た
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

日
向
野
フ
サ
さ
ん
（
大
正
3

年
1
月
生
）
さ
ん
は
、
80
歳
ま

で
勤
め
先
の
特
別
顧
問
と
し
て
、

働
い
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
言

葉
は
「
す
べ
て
に
感
謝
せ
よ
」
で
、

朝
と
夜
に
30
分
間
の
お
経
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
一
番
幸
せ
だ
っ

た
と
き
は
、「
夫
が
皇
居
の
春
秋

の
間
で
、
昭
和
天
皇
ご
夫
妻
か

ら
勲
六
等
瑞
宝
章
を
い
た
だ
き
、

頭
を
な
で
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
」

と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
倉
重
枝
さ
ん
（
大
正
3
年
1

月
生
）
は
、
ご
飯
も
好
き
嫌
い

な
く
残
さ
ず
食
べ
、
元
気
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
こ
ろ

は
お
裁
縫
を
習
っ
て
お
り
、
振

袖
も
作
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
き
、
皆
さ
ん
と
お
話
し
た
り
、

運
動
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

澤野ゆきさん

小倉重枝さん

日向野フサさん

百
歳
の
お
祝
い
の
後
、
体
調
を
崩
さ
れ
、
２
月

11
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

Shimotsuke
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栃
木
県
自
治
会
連
合
会

自
治
振
興
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た

　

１
月
24
日
、
さ
く
ら
市
氏

家
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た

栃
木
県
自
治
会
連
合
会
会
長

研
修
大
会
に
お
い
て
、
石
橋

上
町
２
区
自
治
会
長
清
水
眞

男
氏
、
通
古
山
４
区
自
治
会

長
三
浦
昭
男
氏
、
西
坪
山
自

治
会
長
百
武
亘
氏
が
栃
木
県

自
治
会
連
合
会
自
治
振
興
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

自
治
振
興
功
労
者
表
彰
は

10
年
以
上
自
治
会
長
に
在
職

さ
れ
、
自
治
会
の
育
成
や
活

動
促
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
の

永
年
の
功
績
を
称
え
、
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

栃
木
県
防
災

・
安
全
功
労
者

知
事
表
彰
を
受
賞

　

１
月
22
日
、
宇
都
宮
市
文

化
会
館
に
お
い
て
平
成
25
年

度
栃
木
県
民
防
災
の
集
い
が

行
わ
れ
、
石
橋
地
区
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
副
会

長
の
海
老
原
新
子
氏
が
栃
木

県
防
災
・
安
全
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
老
原
氏
は
、
永
年
に
わ

た
り
石
橋
地
区
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
役
員
と
し

て
、
防
火
防
災
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

技
能
検
定
合
格
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

１
月
24
日
、
南
河
内
公
民
館

で
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基

づ
く
技
能
検
定
で
１
級
を
合
格

さ
れ
た
技
能
労
働
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
東
海
林

忠
氏
が
表
彰
式
の
お
礼
と
と
も

に
、「
栃
木
の
も
の
づ
く
り
の
基

盤
と
な
り
、
さ
ら
に
技
術
の
研

さ
ん
を
続
け
ま
す
。」
と
現
在
の

心
境
を
述
べ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

１
級
さ
く
井

 

海
老
原
隆
史
（
本
吉
田
）

１
級
機
械
保
全

 

東
海
林
忠
（
緑
）

 

青
木
誠
（
石
橋
）

 

五
月
女
一
也
（
柴
）

１
級
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造

 

益
子
文
秋
（
文
教
）

 

長
崎
茂
幸
（
駅
東
）

 

神
戸
洋
之
（
小
金
井
）

１
級
金
属
熱
処
理

 

野
澤
敏
文
（
石
橋
）

１
級
フ
ラ
イ
ス
盤

 
柳
澤
卓
（
下
長
田
）

１
級
数
値
制
御
フ
ラ
イ
ス
盤

 

和
山
大
介
（
烏
ケ
森
）

１
級
曲
げ
板
金

 

須
永
征
利
（
仁
良
川
）

１
級
産
業
車
両
整
備

 

鶴
見
伸
一
（
本
吉
田
）

１
級
建
設
機
械
整
備

 

大
橋
祐
己
（
柴
）

 

藤
沼
俊
介
（
石
橋
）

１
級
射
出
成
形

 

橋
本
佳
典
（
下
古
山
）

１
級
左
官

 

森
田
晃
典
（
絹
板
）

 

森
田
直
幸
（
絹
板
）

交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銀
章
を
受
章

　

１
月
17
日
、
日
比
谷
公
会

堂
に
お
い
て
第
54
回
交
通
安

全
国
民
運
動
中
央
大
会
に
お

け
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
下
野

地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部

会
下
野
支
部
の
篠
崎
芳
子
氏

が
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
崎
氏
は
、
平
成
元
年
か

ら
24
年
間
に
わ
た
り
交
通
安

全
協
会
女
性
部
会
役
員
と
し

て
、
女
性
の
目
線
か
ら
交
通

事
故
防
止
活
動
に
努
め
て
お

り
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Shimotsuke
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ご
存
知
で
す
か
？

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　

毎
年
、
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
前
に
、

納
税
者
の
方
に
課
税
台
帳
を
お
見
せ
す
る

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
よ
り

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
土
地
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
こ
の
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
方
・
・
・

・  

自
分
の
固
定
資
産
税
が
い
く
ら
に
な
る

の
か
心
配
で
…

・  

自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
方
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
て
、
適
正
で

あ
る
か
確
認
し
た
い
…

・  

土
地
や
家
を
借
り
て
い
る
が
、
そ
の
評

価
額
や
税
額
が
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る

の
か
知
り
た
い
…

・  

今
年
に
な
っ
て
か
ら
土
地
を
取
得
し
た

が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を

さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
…

■
必
要
な
も
の

・  

納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
等
、
本
人
の
確
認
が
で
き
る

も
の
。

・  

対
象
者
の
②
と
③
に
該
当
す
る
人
は
、

そ
れ
ら
を
確
認
で
き
る
も
の
。（
賃
貸

借
契
約
書
等
）

・  

代
理
人
の
方
は
さ
ら
に
委
任
状
が
必
要

で
す
。

■
手
数
料　

写
し
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

（
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料
。）

軽
自
動
車
の
廃
車
の
手
続
き
は

３
月
31
日
ま
で
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点

の
所
有
者
の
方
に
課
税
に
な
り
ま
す
。
軽

○ 

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自
己
と
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月
２
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
対
象
者　

納
税
者
の
方

■
必
要
な
も
の

・  

納
税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
等

・ 
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

・  

代
理
人
の
方
は
さ
ら
に
委
任
状
が
必
要

で
す
。

■
手
数
料　

無
料

○
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
己
の
資
産
の
価
格
、
課
税
標
準
額
、

税
額
、
評
価
方
法
等
、
ま
た
、
借
地
人
・

借
家
人
等
の
借
り
て
い
る
土
地
・
家
屋
の

確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

■
期
間　

通
年
※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
の
休
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
対
象
者　

①
固
定
資
産
の
所
有
者　

②

土
地
や
家
屋
を
借
り
て
い
る
人　

③
固
定

資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
一
定

の
人

自
動
車
（
農
耕
車
、原
付
バ
イ
ク
を
含
む
）

を
所
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
月
割
課
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

各
種
軽
自
動
車
廃
車
手
続
き
場
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
市
役
所
各
市
民
課
窓
口

・ 

原
付
（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

・ 

農
耕
車

■
関
東
運
輸
局　

栃
木
運
輸
支
局

・ 

二
輪
（
側
車
付
の
も
の
を
含
む
）

・ 

二
輪
の
小
型
自
動
車

■
軽
自
動
車
検
査
協
会
栃
木
事
務
所

・ 

三
輪

・  

四
輪
（
乗
用
・
貨
物
、自
家
用
・
営
業
用
）

・  ・
ボ
ー
ト
ト
レ
ー
ラ
ー

税のお知らせ

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

あなたの税が未来を築く
市町村税滞納ぼく滅月間2014

県内一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「市
町村税滞納ぼく滅月間2014」として、栃木県との協
働により、県内一斉に徴収の強化に取り組みます。

一人ひとりが下野市を支える
　皆さんが納めた税金が下野市の行政サービスを
支えています。納税しない人が増えると生活に必
要な様々な事業が行えなくなります。
　そして何より、納期内に税金をきちんと納めて
いる大多数のみなさんとの公平性を欠くことにな
ります。

自主的な納付をお願いします
　市は、自主的な納税を期待しています。期限
を過ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差
押・公売など）をしなければなりません。滞納処
分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な納
税をお願いします。
　納付が困難な場合は、早めに納付の相談をして
ください。

Shimotsuke
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住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
転
入
・
転

出
等
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
の
際
に
必
要
な
書
類
が
な
い
場
合

は
、
手
続
き
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
市
民
課
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
転
出
届
】（ 

他
市
区
町
村
に
住
所
を
移
す

と
き
）

必
要
な
も
の

・  

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等
）

・  

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・ 

印
鑑
（
認
め
印
可
）

・  

代
理
人
選
任
届
（
代
理
の
方
が
手
続
す

る
と
き
）

・  

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国
人
登
録
証

（
外
国
籍
の
方
）

・  

そ
の
他
返
納
の
必
要
が
あ
る
も
の
（
印

鑑
登
録
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
各
種

医
療
受
給
者
証
な
ど
）

※ 

転
出
先
住
所
、
転
出
日
を
ご
確
認
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
届
を
す
る
と
、「
転
出
証
明
書
（
無

料
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
転
出

証
明
書
」
を
添
え
て
、
新
し
い
住
所
地
で

転
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
平
日
に
手
続
き
が

で
き
な
い
方
へ
―

市
民
課
国
分
寺
窓
口
の

土
日
開
庁
の
お
知
ら
せ

　

住
所
異
動
の
時
期
に
伴
い
、
市
民
課
の

窓
口
を
土
日
も
開
庁
し
ま
す
。

　

お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
平
日
に
手
続
き

が
で
き
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、一
部
の
業
務
及
び
他
市
区
町
村
・

関
係
各
課
等
に
照
会
や
確
認
を
必
要
と
す

る
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
取
り
扱

い
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
再
度
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
取
り
扱
い
業
務
】

届
書
の
受
付

・  

転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
変
更
届

・  

印
鑑
登
録
（
市
民
カ
ー
ド
の
み
）

・  

国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年
金
の
取

得
・
喪
失
の
届
出

※
短
期
保
険
証
及
び
資
格
者
証
及
び
各
種

受
給
者
証
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

証
明
書
の
交
付

・  
住
民
票
の
写
し

・  
印
鑑
証
明
書

・  

戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
本
・
抄
本
）

そ
の
他

・  

住
所
の
異
動
等
に
関
連
す
る
業
務

　
（
児
童
手
当
認
定
請
求
、
各
種
医
療
助

成
申
請
な
ど
）

【
転
入
届
】（ 

他
市
区
町
村
か
ら
下
野
市
に

住
所
を
移
す
と
き
）

必
要
な
も
の

・  

前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
「
転
出
証
明

書
」

・  

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・  

印
鑑
（
認
め
印
可
）

・  
代
理
人
選
任
届
（
代
理
の
方
が
手
続
す

る
と
き
）

・  

在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国
人
登
録
証

（
外
国
籍
の
方
）

・  

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等
）

・  

そ
の
他
、
該
当
す
る
手
続
に
必
要
な
書

類
（
例
）

・  

児
童
手
当
：
保
護
者
の
健
康
保
険
証
、

預
金
通
帳
、
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

な
ど

・  

こ
ど
も
医
療
費
助
成
：
お
子
様
の
保
険

証
、
保
護
者
の
預
金
通
帳
な
ど

・  

小
中
学
校
の
転
入
学
：
在
籍
証
明
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

国
分
寺
窓
口 

☎（
40
）５
５
５
７

　

南
河
内
窓
口 

☎（
48
）２
１
１
１

　

石
橋
窓
口 

☎（
52
）１
１
１
１

○
取
扱
い
で
き
な
い
業
務

・  

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
業

務
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
な
ど
）

・  

パ
ス
ポ
ー
ト
関
係
業
務
（
申
請
・
交
付

な
ど
）

・  

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
業
務

・  

住
居
表
示
の
届
出

・  

住
居
表
示
地
区
（
大
光
寺
、
花
の
木
、

大
松
山
、
駅
東
）
へ
の
転
入
・
転
居
の

う
ち
住
居
番
号
が
付
番
さ
れ
て
い
な
い

建
物
へ
の
届
出

・  

区
画
整
理
地
内
（
仁
良
川
）
へ
の
転
入
・

転
居
な
ど
で
地
番
の
確
認
を
要
す
る
も
の

・  

他
市
区
町
村
や
関
係
各
課
へ
の
確
認
が

必
要
な
業
務

※
ご
不
明
な
点
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
７

春
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
の
季
節
で
す

届
出
を
お
忘
れ
な
く

転入・転出等の届出

■
開
庁
日

　

・
3
月
29
日
㈯

　

・
3
月
30
日
㈰

　

・
4
月
5
日
㈯

　

・
4
月
6
日
㈰

■
開
庁
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

■
開
庁
場
所

　

国
分
寺
庁
舎
市
民
課
窓
口

　

 （
石
橋
窓
口
・
南
河
内
窓
口
は
開
庁

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

Shimotsuke
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宅地公売

区画整理事業地内の宅地公売
　市では、仁良川地区土地区画整理事業地内の宅地（保留地）を公売しています。購入を希望する方は、区画整理
課までお問い合わせください。各区画の面積及び価格は下記のとおりです。

● 公 売 方 法：抽選（受付期間終了後は先着順）
● 受 付 期 間：3月3日㈪～20日㈭

（土日祝日を除く）
● 受 付 場 所：下水道庁舎2階　区画整理課

（下野市薬師寺1949番地）
● 抽 選 日：3月27日㈭午前10時
● 必 要 書 類：抽選参加申込書、住民票、

納税証明書

※必要に応じて職員が現地をご案内します。

自
治
医
大
駅

上三川高校

南河内中学校

南河内公民館
南河内図書館

自治医大病院

下野市役所
下水道庁舎

薬師寺
小学校

新
4
号
バ
イ
パ
ス

仁良川地区
土地区画整理事業
仁良川地区

土地区画整理事業

※全区画容積率200％、建ぺい率60％
※売買時における仲介手数料は掛かりません。
※各区画の位置図、寸法、外観などの詳細は、市ホームページに掲載してあります。

公売保留地一覧

申込方法

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

1 367.57 34,200 12,570,000

2 479.50 32,300 15,487,000

3 240.44 36,100 8,679,000

4 312.71 32,700 10,225,000

5 305.35 34,200 10,442,000

6 390.50 28,800 11,246,000

7 323.95 31,900 10,334,000

8 416.18 38,400 15,981,000

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

9 208.92 38,400 8,022,000

10 244.12 37,300 9,105,000

11 213.44 30,400 6,488,000

12 244.01 38,400 9,369,000

13 213.05 36,700 7,818,000

14 258.61 34,900 9,025,000

15 408.26 36,500 14,901,000

■問い合わせ先　区画整理課　☎（48）2115

Shimotsuke
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下野市

南河内
体育センター

南河内庁舎
調
整
池

愛
宕
神
社

満福寺

南河内中学校

南河内公民館

南河内図書館

特養
にらがわの郷

88

99

1212

11

22

3366

44

1111

1010

55

77

1414 1515

1313

宅地公売

保留地案内図

対象保留地の
用途 宅地

街路条件 道路幅6～ 16ｍの道路に
接する

最寄り
交通施設

ＪＲ宇都宮線「自治医大駅」
まで車で約５分
新４号バイパスまで車で約２分

地区内
利便施設 仁良川簡易郵便局

地区内
公共公益施設 南河内窓口（南河内図書館内）

学区
薬師寺小学校
南河内中学校

医療機関 自治医科大学附属病院まで
車で約５分

用途地域 第一種住居地域

その他 上・下水道利用可能

Shimotsuke
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・
平
成
理
研
株
式
会
社

　

宇
都
宮
市
石
井
町
２
８
５
６

－

3

　

☎
０
２
８（
６
６
０
）１
７
０
０

・ 

株
式
会
社
那
須
環
境
技
術
セ

ン
タ
ー

　

那
須
塩
原
市
青
木
22

－

１
５
２

　

☎
０
２
８（
６
４
５
）２
４
０
４

・ 

財
団
法
人
栃
木
県
環
境
技
術

協
会

　

宇
都
宮
市
下
岡
本
２
１
４
５

－
13

　

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
０
８
３

・
株
式
会
社
総
研

　

宇
都
宮
市
小
幡
２

－

４

－

５

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）９
９
１
２

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

・
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う

・
煙
の
臭
い
で
窓
が
開
け
ら
れ

な
い

　

な
ど
、
ご
み
を
焼
却
し
た
際

に
発
生
す
る
煙
や
臭
い
で
困
っ

て
い
る
人
が
ご
近
所
に
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

地
下
水
を

飲
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

地
下
水
は
、
い
つ
も
安
全
で
あ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
、

色
、
臭
い
、
味
に
異
常
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
下
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

水
質
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
県
南
保
健
所
内
の
食
品
衛

生
協
会
ま
た
は
そ
の
他
の
検
査

機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
検
査
料
金
は
検
査
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
市
で
は
水
質
検
査
の
受
け
付

け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
食
品
衛
生
協
会（
県
南
保
健
所
・

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１

　

☎（
22
）８
８
１
４

○
そ
の
他
の
検
査
機
関（
栃
木
県
に

本
社
等
の
あ
る
検
査
機
関
）

・
社
団
法
人
栃
木
県
薬
剤
師
会

　

宇
都
宮
市
緑
町
5

－

1

－

5

　

☎
０
２
８（
６
５
８
）９
８
７
９

・
財
団
法
人
栃
木
県
保
健
衛
生

事
業
団

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７

－

１

　

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
９
０
０

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら

好
か
れ
る
た
め
に

　

誰
も
が
犬
・
ね
こ
を
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
犬
・
ね
こ
の
飼
い
方

は
誰
も
が
不
快
で
す
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
ね
こ
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
や

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ

ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

● 

『
ふ
ん
』
の
処
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
。

・
散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
道
路
や
公
園
な

ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ね
こ
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用

意
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

● 

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ

て
い
る
犬
で
も
、
カ
ミ
ナ
リ
や

花
火
な
ど
大
き
な
音
が
し
た
と

き
、
驚
い
て
外
に
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ね
こ
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん

尿
等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

● 

『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、『
こ

う
傷
事
故
』
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周

辺
を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に

か
み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

【
す
べ
て
の
方
へ
】

● 

犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。
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ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

○ 

き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
分
け
方
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
（ 

分
別
方
法
の
ほ
か
、
出
し

方
や
出
す
日
が
違
う
と
、

左
の
よ
う
な
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
ま
す
）

○ 

カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

朝
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（ 

収
集
が
終
わ
っ
た
あ
と
に

出
し
た
場
合
、
ご
み
は
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

○ 

自
分
の
出
し
た
ご
み
が
収
集

さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
持
ち

帰
り
、
分
け
方
・
出
し
方
を

再
度
確
認
し
て
出
し
直
し
て

く
だ
さ
い
。

○ 
清
潔
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と
ご

み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く
だ
さ

い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
・
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
筆

ま
め
・
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
・
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
・「
Ａ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｏ
Ｆ 

Ａ
Ｒ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ａ
」（
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
公
演
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
）・
マ
ッ
ト
レ
ス
（
シ
ン
グ
ル
）・
国

分
寺
東
小
体
操
着
・
ひ
な
人
形
（
７
段
飾
り
）・

食
卓
用
赤
ち
ゃ
ん
椅
子
・
ベ
ビ
ー
箪
笥
・
宇

都
宮
女
子
高
校
制
服
（
１
６
０
㎝
イ
ー
ス
ト

ボ
ー
イ
）・
ロ
デ
オ
ボ
ー
イ
・
オ
ル
ガ
ン
（
ヤ

マ
ハ
製
）・
猫
用
ト
イ
レ
・
組
み
立
て
式
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
・
テ
ー
ブ
ル
＆
椅
子
セ
ッ
ト
（
折
り

た
た
み
式
）・
ス
ク
ー
ル
水
着
（
女
児
用
・
紺
・

１
４
０
㎝
・
１
５
０
㎝
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
用
ピ
ン
ク
の
リ
ュ
ッ
ク
・
リ
フ
レ

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
水
着
（
女
児
・
Ｓ
サ

イ
ズ
・
１
６
０
㎝
用
）・
学
習
机
（
椅
子
・
本

棚
つ
き
）・
ガ
ラ
ス
戸
の
棚
・
南
河
内
二
中
男

子
ブ
レ
ザ
ー
（
Ｓ
）・
南
河
内
二
中
男
子
ズ
ボ

ン
（
ウ
エ
ス
ト
70
セ
ン
チ
Ｈ
）・
高
校
男
子
詰

め
襟
（
黒
）
上
下
（
１
７
０
㎝
Ａ
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
石
橋
中
学
校
男
子
ブ
レ
ザ
ー
（
Ｌ
ま
た
は

Ｌ
Ｌ
）・
国
学
院
栃
木
高
等
学
校
体
操
着
（
女

性
用
）・
車
い
す
用
ス
ロ
ー
プ
・
南
河
内
第

二
中
学
校
制
服
（
男
子
用
・
Ｌ
か
Ｍ
）・
自

転
車
（
16
イ
ン
チ
）・
女
子
用
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
（
１
５
０
㎝
）・
鉄
棒
・
剣
道
具
・
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
（
女
子
用
・
１
０
０
㎝
、
男
子
用
・

80
㎝
、
男
性
用
、
女
性
用
）・
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
（
ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
テ
ー
プ
対
応
）・
ラ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
ド
（
１
２
０
㎝
、
１
３
０
㎝
）・
国

分
寺
東
小
学
校
の
体
操
着
、
水
着
一
式
（
男

女
両
方
、
１
２
０
㎝
、
１
３
０
㎝
）・
マ
マ
コ
ー

ト
・
女
児
服
（
90
㎝
）
夏
服
・
男
児
服
（
90
㎝
）

夏
服
・
男
児
服
（
80
㎝
）
冬
服
・
女
子
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
（
１
２
０
㎝
）・
そ
ば
打
ち
用
鉢
（
８

寸
以
上
）・
そ
ば
切
り
包
丁
・
自
転
車
・
自
転

車
（
26
イ
ン
チ
、シ
ル
バ
ー
）・
全
自
動
洗
濯
機
・

第
二
愛
泉
幼
稚
園
制
服
一
式
（
特
に
体
操
着
）

男
児
用
１
１
０
㎝
以
上
・
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
（
男

女
両
方
、
19
㎝
、
20
㎝
）・
ス
ノ
ー
ウ
ェ
ア
上

下
（
女
児
・
１
２
０
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　平成23年度に国分寺地区・南河内地区の家庭から出た可燃ごみの内訳を調査した結果、資源化できるも
のが24％（およそ1,100トン）含まれていることが判明しました。
　ごみの減量は、環境への負荷が少ない循環型社会を目指すうえでとても大切なことです。さらに分別の
徹底による減量化を進め、経費削減にご協力をお願いします。

ごみの減量化にご協力ください
～分ければ資源　捨てればごみ～

【資源化可能性調査結果】

ペットボトル0.4％ペットボトル0.4％

剪定枝2.5％剪定枝2.5％

容器包装プラスチック
5.8％

容器包装プラスチック
5.8％

古布11.2％古布11.2％

雑誌・書籍
0.4％

雑誌・書籍
0.4％

ＯＡ用紙・雑紙
14.5％

ＯＡ用紙・雑紙
14.5％

新聞紙・ちらし
44.9％
新聞紙・ちらし
44.9％

紙製容器包装
15.8％
紙製容器包装
15.8％

紙パック3.3％紙パック3.3％

段ボール1.2%段ボール1.2%

資源化に適さない
76％

資源化が可能
24％

燃えるごみ内の資源化可能物割合 資源化可能物内の内訳
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学
生
納
付
特
例
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、専
修
学
校
、及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
す
。
な
お
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
を
含
み
ま
す
。（
一
部
対
象
外

の
学
校
が
あ
り
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
の
対
象
期
間
が

拡
大
さ
れ
ま
す
！

◆ 

過
去
2
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失

業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
過
去
2
年
1

か
月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

○ 

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
（
※
）
が
受
け
ら
れ
る
期

間
は
、
申
請
の
直
前
の
7
月
（
学
生
納

付
特
例
は
直
前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年

以
内
で
し
た
。

○ 

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 

免
除
と
は
、全
額
免
除
、一
部
免
除
（
３

／
４
、
半
額
、
１
／
４
）、
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

◆ 
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
す

○ 

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除

（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、
こ
れ

ま
で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
承
認
期
間
と
更
新
手
続
き

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4
月
か

ら
翌
年
3
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
3
月
下

旬
に
は
が
き
形
式
の
更
新
用
の
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
同
一
の

学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
市

役
所
市
民
課
各
窓
口
に
学
生
証
の
写
し
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）
を
持
参
の
う

え
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付
時
期
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
分
（
平
成
26
年
4
月
分
〜

平
成
27
年
3
月
分
）
の
学
生
納
付
特
例
の

受
付
は
、
平
成
26
年
4
月
1
日
㈫
か
ら
開

始
し
ま
す
。

◆
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
納
め
る
事
が
で
き
る「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

○ 

平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
平
成
26
年
3

月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象

期
間
は
、
2
年
1
か
月
前
ま
で
で
す
）

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

○ 

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が

遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
、
失
業
な
ど

の
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○ 

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶

予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を

行
い
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業

な
ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

各
種
手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより
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妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
次
の
治
療
に
つ
い

て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
人
工
授
精
（
Ａ
Ｉ
Ｈ
）

　

一
年
度
助
成
額
上
限
5
万
円

○
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）

　

治
療
1
回
の
助
成
上
限
10
万
円

■
助
成
対
象
者　

法
律
上
の
婚

姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
次
の
全

て
に
該
当
す
る
方
。

①
下
野
市
に
１
年
以
上
住
所
を

有
す
る
方

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

③
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方■
最
近
の
不
妊
治
療
に
つ
い
て

　

女
性
の
卵
子
は
加
齢
に
伴
い

数
が
減
少
し
、
ま
た
染
色
体
異

常
率
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
質

が
低
下
す
る
た
め
、
妊
娠
に
係

る
リ
ス
ク
が
増
加
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

不
妊
で
な
い
夫
婦
の
場
合
、

1
か
月
で
妊
娠
で
き
る
割
合
は

約
20
％
で
す
。
し
か
し
、
1
回

の
不
妊
治
療
に
お
け
る
女
性
の

生
産
分
娩
率
は
加
齢
に
伴
い
減

少
し
、
30
歳
で
19
・
9
％
、
35

歳
で
16
・
3
％
、
40
歳
で
7
・

7
％
、
45
歳
で
0
・
6
％
と
減

少
し
ま
す
。

　

女
性
の
年
齢
が
高
く
な
る
と

お　

知　

ら　

せ

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

■
日
時　

３
月
12
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場　

国
分
寺
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜
症
、
妊

婦
高
血
圧
症
候
群
と
い
っ
た
産

科
合
併
症
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、

周
産
期
死
亡
率
も
、
お
お
よ
そ

42
歳
以
上
で
急
増
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
だ
け
で
は
な
く
、

男
性
も
加
齢
に
伴
い
流
産
率
が

上
昇
す
る
、
妊
娠
に
至
る
ま
で

の
期
間
が
長
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

思
春
期
等
に
お
け
る
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
者
の
48
％

に
月
経
異
常
が
現
れ
て
い
ま
す
。

回
復
に
は
1
年
か
ら
10
年
以
上

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
15
％
の
方
が
永
久

不
妊
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
栃
木
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー

　

栃
木
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
不
妊
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
な
ど
に
、
専
門
の
助
産
師

や
医
師
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）８
０
９
９

　

funin@
parti.jp

○
日
時
：
毎
週
火
曜
日
〜
土
曜

日
（
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

○
相
談
員
：
助
産
師
、
産
婦
人

科
医
師
、
男
性
不
妊
専
門
医
（
泌

尿
器
科
医
師
）

○
場
所
：
パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　
　
　

3
月
1
日
㈯
〜
7
日
㈮

　

4
月
か
ら
の
入
園･

入
学
に
備

え
て
必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
、

病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
希
望
者
は
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

・
石
橋
総
合
病
院

　

☎（
53
）１
１
３
４

・
海
老
原
医
院
☎（
44
）０
１
６
３

・
大
栗
内
科
☎（
53
）５
８
５
０

・
岡
田
医
院
☎（
44
）０
０
２
１

・
角
田
内
科
医
院

　

☎（
53
）５
６
６
５

・
グ
リ
ム
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎（
51
）１
５
１
５

・
小
金
井
中
央
病
院

　

☎（
44
）７
０
０
０

・
佐
藤
内
科
☎（
53
）１
３
０
５

・
島
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎（
53
）８
０
０
０

・
南
河
内
診
療
所

　

☎（
47
）１
０
７
０

・
宮
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎（
44
）３
３
０
９

■
主
催　

日
本
医
師
会
、
日
本
小

児
科
医
会
、
厚
生
労
働
省

○
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
ed.

or.jp/vaccine/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

成分献血

献血量

献血方法

年　齢

体　重

全血献血

※65歳以上の方は、60～64歳までの間に献血経験のある方に限ります。

血漿成分
献血

血小板
成分献血

200mL
献血

400mL
献血

600mL以下

18歳～69歳 男性：18～69歳
女性：18～54歳 16歳～69歳

男女とも
50kg以上

男性：17～69歳
女性：18～69歳

400mL以下 200mL 400mL

男性45kg以上・女性40kg以上
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相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

３
月
18
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

健
診
結
果
・
筆
記

用
具
・
味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

１
０
０
㏄
以
上
（
塩
分
測
定
を

希
望
さ
れ
る
方
）

■
申
し
込
み
締
切

　

３
月
17
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

3
月
11
日
㈫

　

き
ら
ら
館
研
修
室

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

教
室
・
講
座

メ
タ
ボ
予
防
教
室

　

メ
タ
ボ
予
防
の
秘
訣
は
、
自

分
の
体
を
知
る
こ
と
か
ら
、
そ

し
て
無
理
の
な
い
食
生
活
や
運

動
習
慣
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
度
こ
そ
は
や
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
昨
年
の
健
診

結
果
が
少
し
高
め
だ
っ
た
方
、

ぜ
ひ
、
教
室
に
参
加
し
て
一
緒

に
メ
タ
ボ
予
防
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
？
ご
家
族
・
お
友
達
の

参
加
も
可
能
で
す
。
お
誘
い
の

う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！ 

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
日
時　

3
月
24
日
㈪

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時

30
分
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

①
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

②
ヘ
ル
シ
ー
食
の
試
食

③
自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
！

食
事
に
関
す
る
耳
寄
り
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す

④
味
噌
汁
に
含
ま
れ
る
塩
分
に

つ
い
て

歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
時　

３
月
18
日
㈫

　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

血
圧
測
定
：
9
時
45
分
〜
10
時

■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
水
分
（
水

ま
た
は
お
茶
）

■
申
し
込
み
締
切

　

３
月
11
日
㈫

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

保健メモ　３月号　３月１６日→４月１５日
月日 受付時間 内容 対　　象　　者 場所

3月17日㈪ 13：00～14：00 9か月児健診 平成25年5月生まれ ゆ

3月19日㈬ 9：45～10：00 ポピーくらぶ 育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん ゆ

3月25日㈫ 13：00～14：00 4か月児健診 平成25年11月生まれ ゆ
3月26日㈬ 9：45～10：00 赤ちゃん広場 平成25年12月生まれ ゆ
4月8日㈫ 13：00～14：00 3歳児健診 平成23年1月生まれ ゆ
4月14日㈪ 13：00～14：00 9か月児健診 平成25年6月生まれ ゆ
4月15日㈫ 13：00～14：00 1歳6か月児健診 平成24年9月生まれ ゆ

　場所：ゆ・・・ゆうゆう館

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
18



医
療
費
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
？

　

さ
て
、
連
載
の
第
2
回
目
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
国
民
健

康
保
険
（
以
下
、「
国
保
」）
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
皆
さ
ん
の
病
院
受
診

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

下
野
市
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健

康
保
険
は
様
々
で
す
が
、
約

1
万
5
千
人
が
国
保
加
入
者
で

す
。
自
営
業
や
農
業
を
さ
れ
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
退
職
さ
れ

た
方
な
ど
と
そ
の
ご
家
族
が
加

入
し
て
い
ま
す
。
下
野
市
の
人

口
が
約
6
万
人
で
す
か
ら
、
4

人
に
1
人
が
国
保
で
病
院
受
診

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
中
に
は
「
健

康
だ
か
ら
病
院
な
ん
か
行
か
な

く
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
方
が

い
る
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
病

気
を
抱
え
て
病
院
と
の
お
付
き

合
い
が
欠
か
せ
な
い
方
も
い
ま

す
。
実
際
に
デ
ー
タ
を
見
て
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
1
年

に
1
回
以
上
ど
こ
か
の
病
院
を

や
脳
出
血
と
い
っ
た
脳
血
管
疾

患
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
と

診
断
さ
れ
て
い
る
方
の
外
来
受

診
の
状
況
を
下
の
図
で
見
る
と
、

50
歳
代
に
入
っ
て
か
ら
急
に
受

診
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
人
は
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
、
い
ろ
い
ろ
と
調
子
が
悪
く

な
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ご

近
所
さ
ん
に
聞
け
ば
「
私
、
高

血
圧
の
薬
飲
み
始
め
た
の
よ
」

「
あ
な
た
も
、
私
も
同
じ
よ
」
と
、

き
っ
と
な
る
は
ず
で
す
。
デ
ー

タ
か
ら
、
国
保
加
入
者
の
う
ち

少
な
く
と
も
5
千
人
が
高
血
圧

の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
た
ら
！

　

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
て
も
、

き
ち
ん
と
毎
日
の
食
事
を
工
夫

し
て
、適
度
な
運
動
、体
重
管
理
、

そ
し
て
ち
ゃ
ん
と
お
薬
を
飲
む

こ
と
で
、
充
実
し
た
日
々
が
送

れ
ま
す
。
他
の
病
気
も
予
防
や

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
健

康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
気
が

付
か
な
い
う
ち
に
病
気
が
忍
び

受
診
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
、

被
保
険
者
数
以
上
に
受
診
者
数

が
多
い
と
い
う
事
実
で
す
。
そ

の
か
ら
く
り
は
、
国
保
の
仕
組

み
に
あ
り
ま
す
。
国
保
へ
加
入

す
る
人
も
い
れ
ば
、
反
対
に
脱

退
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

あ
る
月
に
、
国
保
加
入
者
が

病
院
を
受
診
し
て
、
そ
の
後
、

月
の
途
中
に
国
保
を
抜
け
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
受
診
者

１
人
と
数
え
ま
す
が
、
被
保
険

者
数
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ

ん
。
被
保
険
者
数
は
、
統
計

上
、
月
末
時
点
で
把
握
し
た
国

保
加
入
者
の
総
数
を
表
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
下
野
市
の
国
保
被
保

険
者
数
は
増
え
ず
に
、
受
診
者

数
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
受
診
者

数
が
多
い
訳
で
す
が
・
・
・
難

し
い
話
は
さ
て
お
い
て
、
外
来

受
診
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う

事
実
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
…

　

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳
梗
塞

寄
っ
て
き
ま
す
。

50
歳
超
え
た
ら
要
注
意
！

　

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
な
ん
て

思
わ
ず
、
50
歳
前
の
健
康
な
時

と
は
違
う
自
分
の
体
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
健
康

診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
コ
ラ
ム 

●

国
保
で
わ
か
る
！ 

健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学　

種
市　

ひ
ろ
み

下野市の国民健康保険加入者の年代による疾患別外来受診者数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

悪性新生物

脳血管疾患
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（人）

（平成22年度診療報酬明細書を基に作成）

　獨協医科大学看護学部
で在宅看護学の講師をし、
また下野市の医療費デー
タを基に市民の健康状況
や疾病状況について、調
査・分析を行っています。
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●
５
㎞
中
学
生
女
子

　

第
４
位　

大
越
美
波

　

第
５
位　

松
下
晴
香

　

第
６
位　

池
ま
な
み

●
10
㎞
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

 

（
男
子
）

　

第
３
位　

岩
松
雅
文

　

第
５
位　

篠
原
寛
明

●
10
㎞
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

 

（
女
子
）

　

第
２
位　

上
田
美
代
子

●
１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜

２
年
生
と
そ
の
父
親
）

　

第
４
位　

海
老
原
正
人・

康
介

●
１
㎞
親
子
ペ
ア
（
小
学
１
〜

２
年
生
と
そ
の
母
親
）

　

第
１
位　

福
永
真
弓
・
廉

　

第
５
位　

竹
井
京
子
・
翔
哉

走
り
初
め
！

第
８
回
天
平
マ
ラ
ソ
ン

大
会（
通
算
40
回
）開
催

　

１
月
13
日
、「
天
平
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
２
，
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
下
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■
大
会
入
賞
者

（
下
野
市
在
住
者　

敬
称
略
）

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
40
歳
以
上

（
女
子
）

　

第
５
位　

横
井
里
子

●
５
㎞
高
校
生
以
上
（
女
子
）

　

第
１
位　

大
塚
愛
理

　

第
５
位　

福
永
真
弓

●
５
㎞
中
学
生
男
子

　

第
１
位　

川
俣
陽
平

　

第
６
位　

慶
留
間
芳
基

●
２
㎞
小
学
生
男
子

 

（
３
・
４
年
生
）

　

第
３
位　

島
﨑
勝
也

●
２
㎞
小
学
生
女
子

 

（
３
・
４
年
生
）

　

第
５
位　

福
永
琉
妃

　

第
６
位　

雨
宮
芽
久
美

●
３
㎞
小
学
生
女
子

 

（
５
・
６
年
生
）

　

第
６
位　

青
木
愛
佳

※
入
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
９
回
下
野
市
シ
ン
グ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
参
加

者
募
集

■
主
催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

■
日
時　

４
月
６
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

※
予
備
日
13
日

■
種
目

①
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

②
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
45

歳
以
上
）（
昭
和
44
年
12
月
31

日
以
前
に
出
生
の
者
）

③
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

※
全
種
目
市
代
表
選
手
選
考
対

象■
試
合
方
法

　

８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）

※
ゲ
ー
ム
数
は
変
更
の
場
合
あ

り
。
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ
と
す
る
。

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園

　

大
松
山
運
動
公
園

■
参
加
資
格　

下
野
市
在
住
、

在
勤
、
在
学
者

■
参
加
料　

１
，
５
０
０
円

■
受
付
期
間

　

３
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

■
申
し
込
み
先

　

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

■
そ
の
他

　

ド
ロ
ー
は
下
野
市
テ
ニ
ス
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
４
月
１
日

以
降
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５
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下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

サ
ン
デ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

　

広
く
市
民
の
皆
様
に
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
す
る

た
め
に
年
間
全
10
回
日
曜
日
に

誰
も
が
参
加
で
き
る
キ
ン
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
は
会
場

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

■
主
催　

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会

■
日
程
及
び
会
場

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
練
習
会
（
フ
リ
ー
参
加
）

① 

４
月
27
日
㈰

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

② 

５
月
11
日
㈰　

国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

③
７
月
６
日
㈰

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

④ 

８
月
３
日
㈰　

国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

⑤
11
月
30
日
㈰

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

⑥
１
月
18
日
㈰

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

⑦ 

２
月
１
日
㈰　

国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み

● 

①
〜
⑦
申
込
不
要
（
当
日
受

付
）

●
⑧
、
⑩
要
事
前
申
込

● 

⑨
各
自
治
会
体
育
部
長
か
自

治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
関
連

の
催
事
に
つ
い
て
は
、
広
報
し

も
つ
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
指
導
も
実
施
し

ま
す
の
で
、
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
団
体

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

●
認
定
講
習
会
（
資
格
認
定
）

⑧
６
月
１
日
㈰

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

　

※ 

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
＆
マ
ス
タ
ー
認

定
講
習
会

●
市
民
体
育
祭
（
自
治
会
対
抗
）

⑨
９
月
７
日
㈰

　

 

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
・
南
河

内
体
育
セ
ン
タ
ー
・
国
分
寺

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

※ 
市
民
体
育
祭
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
交
流
大
会
（
オ
ー
プ
ン
大
会
）

⑩
３
月
８
日
㈰

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

※ 

下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
２
０
１
５

■
内
容

●
①
〜
⑦
練
習
会
兼
講
習
会

● 

⑧
普
及
指
導
者
と
指
導
者
育

成
指
導
者
の
認
定

●
⑨
自
治
会
対
抗
に
よ
る
大
会

● 

⑩
全
国
か
ら
出
場
者
を
募
る

交
流
大
会

■
参
加
対
象

●
①
〜
⑦
、
⑩
小
学
生
以
上

●
⑧
高
校
生
以
上

●
⑨
中
学
生
以
上

■
参
加
料
等

●
①
〜
⑦
、
⑨
無
料

●
⑧
参
加
料
＋
資
格
認
定
料

●
⑩
チ
ー
ム
参
加
料

第
８
回
下
野
市
長
杯

小
学
生
柔
道
大
会

開
催
さ
れ
る

　

市
長
杯
小
学
生
柔
道
大
会
が
、

12
月
22
日
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南

河
内
柔
道
部
・
国
分
寺
柔
道
会
・

石
橋
柔
道
会
ほ
か
４
道
場
で
稽

古
し
て
い
る
小
学
生
68
名
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

各
柔
道
部
で
部
員
を
募
集
中
！

南
河
内
柔
道
部
：

　

古
谷　

☎（
48
）１
１
２
９

国
分
寺
柔
道
会
：

　

荒
井　

☎（
44
）９
７
９
９

石
橋
柔
道
会
：

　

斎
藤　

☎（
53
）８
５
７
７

●
団
体
戦
結
果
（
市
内
団
体
）

　

準
優
勝　

国
分
寺
柔
道
会

　

第
３
位　

南
河
内
柔
道
部

●
個
人
戦
結
果

（
市
内
者　

敬
称
略
）

〔
幼
児
〕

　

優　

勝　

近
藤
壮
秀
（
国
）

　

準
優
勝　

谷
田
貝
有
菜
（
南
）

　

第
３
位　

八
木
澤
心
春
（
石
）

〔
１
年
軽
量
〕

　

優　

勝　

大
橋
諒
士
（
国
）

　

準
優
勝　

谷
田
貝
優
樹
（
南
）

　

第
３
位　

吉
田
龍
信
（
石
）

〔
１
年
重
量
〕

　

優　

勝　

岩
﨑
吏
南
（
国
）

　

準
優
勝　

倉
井
勝
央
（
石
）

　

第
３
位　

川
越
愛
留
（
国
）

　
　
　
　
　

岩
﨑
妃
南
（
国
）

〔
２
年
〕

　

優　

勝　

大
橋
祐
虎
（
国
）

　

準
優
勝　

狩
野
竜
也
（
国
）

　

第
３
位　

渡
辺
鈴
菜
（
石
）

〔
３
年
〕

　

優　

勝　

手
塚
涼
太
（
国
）

　

準
優
勝　

野
澤
美
祐
希
（
国
）

　

第
３
位　

岩
﨑
羽
南
（
国
）

〔
４
年
〕

　

第
３
位　

大
橋
杏
奈
（
石
）

〔
５
年
軽
量
〕

　

優　

勝　

福
島
千
寛
（
南
）

　

第
３
位　

小
川
翔
矢
（
南
）

〔
５
年
重
量
〕

　

第
３
位　

甲
野
藤
尚
樹
（
国
）

　
　
　
　
　

倉
井
秀
陛
（
石
）

〔
６
年
軽
量
〕

　

優　

勝　

小
林
大
紀
（
国
）

　

準
優
勝　

角
田
駿
哉
（
南
）

〔
６
年
重
量
〕

　

優　

勝　

手
塚
晴
希
（
国
）

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

道
の
駅
し
も
つ
け
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
カ
ン
ピ
く
ん
」の
誕
生
日
は
？

①
１
月
10
日　

②
２
月
11
日　

③
３
月
26
日

問
1
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南
河
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
Ｕ
10
ク
ラ
ス

優
勝
！

　

12
月
７
・
８
日
、
別
処
山
公

園
に
お
い
て
第
19
回
南
河
内
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

32
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
、

激
闘
を
勝
ち
抜
き
南
河
内
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｕ
10
ク

ラ
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

体
験
会
開
催

■
内
容

　

１
ホ
ー
ル
貸
し
切
り
で
ス

ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
と
ゴ
ル
フ
の
練

習
を
行
い
ま
す

■
日
程

　

４
月
１
日
㈫

　

受
付　

午
前
９
時
〜　

　

終
了　

午
後
１
時
30
分

■
会
場　

ケ
ン
ト
ス
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
宇
都
宮
市
新
里
町
乙

１
０
３
７
）

■
募
集　

10
名

※
保
護
者
の
同
伴
可
（
人
数
を

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
参
加
料

　

子
ど
も 

１
，
０
０
０
円

※
保
護
者
が
練
習
を
す
る
場
合

は
２
，
０
０
０
円

■
対
象

　

下
野
市
及
び
近
郊
在
住
の
幼

稚
園
児
〜
中
学
生

※
未
経
験
者
で
も
、
ク
ラ
ブ
が

無
く
て
も
参
加
で
き
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

春
季
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

■
日
程　

３
月
27
日
㈭

　

午
前
８
時
〜　

ス
タ
ー
ト

■
会
場　

新
宇
都
宮
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
芳
賀
郡
市
貝
町

大
谷
津
１
１
８
０
）

■
プ
レ
ー
代

　

６
，
０
０
０
円
（
昼
食
・
１

ド
リ
ン
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
込
み
）

■
参
加
費

　

２
，
０
０
０
円
（
賞
品
代
）

■
募
集　

１
５
０
名

■
参
加
資
格

　

下
野
市
在
住
、
在
勤
及
び
市

民
の
紹
介
者

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　

☎（
44
）４
４
３
３

　

※
３
月
17
日
㈪
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

『
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ズ

ナ
イ
ト
』開
催

　

効
果
的
な
練
習
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
す
。

■
日
程

　

３
月
21
日
㈮
よ
り

　

毎
月
第
３
金
曜
日　

開
催

　

受
付　

午
後
６
時
30
分
〜

　

開
講　

午
後
７
時
〜
９
時

■
会
場　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

１
階
特
設
会
場
（
下
野
市
国
分

寺
１
３
８
０
）

■
募
集　

20
名

■
参
加
料　

無
料

■
対
象

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
及
び
市

民
の
紹
介
者

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ　

☎（
44
）４
４
３
３

一
本
松
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ

全
国
大
会
出
場

　

11
月
24
日
に
日
光
市
で
開
催

さ
れ
た
、「
全
国
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会
」
で
、

一
本
松
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

か
ら
県
内
ク
ラ
ブ
最
多
の
９
名

が
栃
木
県
代
表
選
手
と
な
り
、

３
月
29
日
か
ら
千
葉
県
白
子
町

で
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
全
国

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
６
年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
１
位　

林　

崇
雅

■
高
学
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
２
位　

坂
寄
友
紀

　
　
　
　
　

小
野
崎
夢
真

　

第
３
位　

齊
藤
健
斗

　
　
　
　
　

本
間
息
吹

■
高
学
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
１
位　

大
橋
琉
那

　
　
　
　
　

三
好
夏
未

■
低
学
年
ダ
ブ
ル
ス

　

第
３
位　

木
下　

碧

　
　
　
　
　

老
沼
奏
美

た
だ
今
、
小
学
生
会
員
募
集
中

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
ラ
ブ
代
表　

増
山
義
一

　
☎
０
９
０（
３
４
７
１
）１
８
４
１

Let’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

道
の
駅
し
も
つ
け
オ
ー
プ
ン
の
日
が
カ
ン
ピ
く
ん
の
誕
生
日
で
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
22



グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

(

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
石
橋
地
区)
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
の
ご
案
内

　

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る

３
つ
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
ご
案
内

し
ま
す
。

　

運
動
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ

ん
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
も
最
適
な
ス

ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
っ
て
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
な
の
？

■
地
域
に
根
ざ
し
た

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
と
は
、
多
世
代
が
一
緒

に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目

の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
地
域

に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
す
。

■
み
ん
な
が
主
役

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
と
で
も
・
い
つ
ま
で
も
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を

そ
の
地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
が

自
ら
主
役
と
な
り
、
自
主
運
営

し
て
い
く
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
す
。

ス
▼
卓
球
▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
▼
ペ
タ
ン
ク
▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
▼
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
▼
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
▼
ス
ポ
ー

ツ
輪
投
げ
▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
▼

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

興
味
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
事
務
局

　

☎（
52
）１
１
８
２

　

担
当
：
黒
川

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
と
で
も
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

５
０
０
名
の
会
員
に
よ
り
各
種

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
40
歳
以
上
）
や
キ
ッ
ズ

ス
ク
ー
ル
（
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
）
で
の
事
業
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め

る
グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
ク
ラ
ブ
年
会
費

　

１
，
０
０
０
円

※
保
険
料
、
各
ク
ラ
ブ
会
費
等

の
経
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

■
実
施
予
定
の
教
室

▼
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
キ
ッ
ズ
教
室

※
詳
細
内
容
は
未
定
で
す
。

■
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
種
目

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
▼
テ
ニ
ス
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
夢
く
ら
ぶ

国
分
寺｣

会
員
募
集

　

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
に

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
み
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
加
え
て
平
成
26
年
度
の

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
26
年
度
に
新
規
に
会
員

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

※ 

平
成
25
年
度
発
行
の
会
員
証

を
お
持
ち
の
会
員
は
別
途
ご

案
内
の
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
「
会
員
登
録
申
込

書
」
に
「
年
会
費
」
と
「
保
険
料
」

を
添
え
て
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

一
部
の
事
業
を
除
き
、
３
月

12
日
か
ら
先
着
順
で
定
員
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆ 

申
込
初
日
に
定
員
を
超
過
す

る
よ
う
な
場
合
は
、
初
日
分

の
申
し
込
み
に
限
っ
て
抽
選

と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
事

務
局　

☎（
44
）０
８
４
９

※
火
・
水
・
木
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

Let’s SPORTS

■年会費・スポーツ保険

条件 年会費 スポーツ
安全保険料

中学生以下  1,000円 800円/年

成人  3,000円 1,850円/年

65歳以上の
シニア  2,000円 1,000円/年

ファミリー
（同居の家族）  7,000円 上記による

10名以上の
団体 20%OFF 個別相談

※ 中学生以下は原則としてスポーツ安全保険
加入が必要です。

※ 高校生以上はクライミングとカヌー教室のみ
保険加入が必要ですが、それ以外の教室は
任意加入です。

※ スポーツ教室に参加する場合は参加費が必要
になります。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
24
年
度
の
下
野
市
の
出
生
数
は
何
人
で
し
ょ
う
か
？

①
５
２
１
人　

②
１
０
２
１
人　

③
２
０
２
１
人

問
２

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
23



Let’s SPORTS

■平成２６年度実施予定のスポーツ教室

№ 事業項目 基本曜日 基本時間 会場 募集対象
参加費 定

員会員 会員外

1 国分寺キッズクラブ 土･日曜日 9:30～11:30 国分寺運動公園B&G海洋センター他 小学2～6年生 11,000円/17回
（旅費自己負担） 42

2 Jr.ソフトテニス教室 毎週土曜日 13:00～15:00 国分寺テニスコート 小学3～6年生 1,000円/月 500円/回 35

3 同上（3ケ月補習教室） 限定土曜日 15:10～17:00 国分寺テニスコート 小学5～6年生 3,000円/3ケ月 500円/回 12

4 一般ソフトテニス教室（STAC）毎週土曜日 15:30～17:30 国分寺テニスコート 限定中学生
一般成人

学生:  500円/月
一般:1,000円/月 20

5 キッズサッカー教室 土曜日 8:30～10:00 南河内東体育館 3歳～幼児

1,500円/月
（照明自己負担）

1,000円/回
（照明自己負担）

25

6 小学サッカー火曜教室 火曜日 18:30～20:30

みのわ古城公園
（雨天時）

南河内東体育館

小学2～6年生 25

7 低学年サッカー土曜教室 土曜日 17:00～19:00 小学1～3年生 25

8 高学年サッカー土曜教室 土曜日 18:30～20:30 小学4～6年生 25

9 女子サッカー教室 月曜日 18:30～20:30 小学～中学生 25

10 フットサル教室 木曜日 19:30～21:30 南河内東体育館 中学生以上 1,500円/月 1,000円/回 20

11 親子体操教室未就園児親子体操

限定月曜日
（3シリー
ズ）

10:00～11:30 B&G海洋センター 2歳～未就園児 3,600円/8回 4,000円/8回 20
組

12 キッズワールド就園児親子体操
月曜日
月3回 14:45～15:45 B&G海洋センター 3歳～就園児 1,800円/月 1,000円/回 20

組

13 Jr.クライミング教室
限定土曜日
（春・秋）

9:30～12:30
国分寺運動公園
クライミングウォール

小学2～6年生
500円/5回

1,500円/5回 30

14 一般クライミング教室 13:30～15:30 中学生以上 中学1,500円/5回
成人2,000円/5回 15

15 エアロビ&ストレッチエクササイズ
月曜日
月2回 19:30～20:30 東方台地コミュニティ友愛館 制約なし 500円/回 1000円/回 25

16 気功&太極拳教室 火曜日
月2回 14:00～15:30 B&G海洋センター 制約なし 500円/回 1000円/回 25

17 ヒップホップダンスB教室
土曜日
月2回

17:05～18:05
東方台地コミュニティ
友愛館

小学2～6年生
1,000円/月 1,000円/回

20

18 ヒップホップダンスR教室 18:20～19:20 20

19 ヒップホップダンスS教室 19:35～20:35 小学～中学生 20

20 カローリングスポーツ教室
金曜日
毎月1回 13:30～15:30 B&G海洋センター 制約なし 100円/回 300円/回 20

21 カヌー体験教室 限定金曜 18:45～20:45 B&G海洋センタープール 小学5年生以上 3,000円/6回 4,000円/6回 10

22 キンボールスポーツ教室 水曜日
月2回 18:30～20:30 国分寺小体育館 小学2～6年生 700円/月 500円/回 20

23 Jr.女子ソフトボール教室 土・日・祝 9:30～12:00 柴南公園グラウンド 小学生 2,000円/月 20

24 Jr.バレーボール教室 毎週木曜日 19:00～21:00 国分寺小体育館 小学2～6年生 1,500円/月 1,000円/回 20

25 夏ハイキング 日曜日 7:00～18:00 県内外 小学生以上 200円/回
（経費自己負担）

700円/回
（経費自己負担） 25

26 四季ウォーキング 日曜日 7:00～18:00 県内外 小学生以上 200円/回
（経費自己負担）

700円/回
（経費自己負担） 25

27 スポーツフェスティバル 6月日曜 10:00～13:00 国分寺運動公園 制約なし 無料 無料 ー

◆競技系教室には他のクラブ会員は参加できません。

NPO法人 夢くらぶ国分寺NPO法人 夢くらぶ国分寺

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】　

少
子
化
の
影
響
で
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
24



総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
南
河
内
会
員
募
集

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
、
よ
り
多
く
の
人
が

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
、「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
」
の
平

成
26
年
会
員
募
集
を
開
始
し
ま

す
。
会
員
に
な
る
と
下
表
に
記

載
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
ど
れ
で
も
い
く
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
対
象

① 

平
成
26
年
度
に
新
規
会
員
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方

② 

会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

■
申
し
込
み
方
法

① 

新
規
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、

「
会
員
登
録
申
込
書
」
に
「
年

会
費
」
と
「
保
険
料
」
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

② 

会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で

「
年
会
費
」
を
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。「
会
員
証
」
に
年

会
費
の
納
入
印
を
押
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事

務
局　

☎（
48
）５
４
０
１

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い
つ
ま

で
も
を
実
践
す
る
た
め
に
、
年

会
費
の
み
で
す
べ
て
の
教
室
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
育
て

て
い
た
だ
く
、
地
域
の
た
め
の

ク
ラ
ブ
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
を
維

持
し
ま
し
ょ
う
。

Let’s SPORTS

■年会費・傷害保険
会員は、全員に保険加入していただきます。

会員種別 年会費 スポーツ安全保険
一般 4,400円 1,850円／年

シニア（65才以上） 4,400円 1,000円／年
ジュニアＡ（高校生） 3,400円 1,850円／年
ジュニアＢ（中学生以下） 3,400円 800円／年
ファミリー（同居3人以上） 10,000円 上記年齢に応じて

夫婦（ふたり） 8,000円 上記年齢に応じて

※ファミリー会員・夫婦会員の保険料は各年齢別の掛け金の合計となります。

■平成26年度実施予定の事業
№ スポーツ教室の種類 開催曜日 時間 会　　場 募　集　対　象

1 剣道
毎週火・金曜日
第2・4日曜日

19:30～21:30
18:30～20:30

第二中柔剣道場 小学１年生～一般

2 卓球（硬式とラージ）
毎週土曜日
（第5を除く）

13:00～15:00 南河内体育センター 小学３年生～一般

3 ミニバスケットボール 第2・4木曜日 19:00～21:00 薬師寺小体育館 小学3年生～中学3年生

4 バレーボール
毎週土曜日
（第5を除く）

10:30～12:30 南河内体育センター 小学2年生～中学3年生

5 バドミントン
第週月曜日
（第4を除く）

19:00～21:00 南河内体育センター 小学4年生～一般

6 ピラティス 第1・3金曜日 14:00～15:30 南河内公民館 年齢制限なし

7 シニアテニスサークル
第1・3日曜日
毎週水曜日

13:00～15:00
9:30～11:30

南河内テニスコート 原則として45歳以上の初心
者・初級者（水曜は自主練習）

8 キッズクラブ 年間２回の特別企画 南河内体育センター 小学生

9 ニュースポーツクラブ 第4月曜日 19:00～21:00 南河内体育センター 小学１年生～一般

10 社交ダンス 第1・3火曜日 19:00～21:00 南河内公民館 年齢制限なし

11 足腰元気アップ体操 第2･4木曜日 10:00～12:00 南河内体育センター シニア（原則60歳以上）

12 フラダンス 第2･4金曜日 13:30～15:00 南河内東公民館 年齢制限なし

13 カローリング 第3水曜日 10:00～12:00 南河内体育センター 一般

14 ハイキング＆登山 自然散策に良い時期に、花のきれいな山等（年3回） 小学4年生～一般

15 おためし教室 随時企画。親子体操、ランニング教室、スポーツ吹き矢教室など新規企画をお試しで

16 各種イベント・講習会等 随時 ワイワイフェスティバルやスキーの集いなど各種イベントや講習会を開催

※会員になると下表の１～13のすべての教室に追加負担無しで参加できます。
※14～16のハイキング等は別途参加費が必要です。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

認
知
症
は
病
気
で
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
３
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第
８
回
下
野
市
教
育
の
つ
ど
い
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た

・  

石
橋
中
サ
ッ
カ
ー
部
（
男
子
）

　

加
藤　

大
輝
／
加
藤　

優
真

　

多
田　

伊
自
／
植
竹　

巧
稀

　

笠
野　

尚
弥
／
小
平　

修
也

　

篠
原　

勇
太
／
伊
藤　

豪
祐

　

田
中　

柾
貴
／
齊
藤　

智

　

小
川　

嘉
己
／
徳
田　

真
吾

　

小
川　

稜
太
／
生
沼　

健
太

　

中
山　

涼
／
古
内　

健
太
郎

　

落
合　

拓
也
／
有
田　

剛
士

　

髙
木　

凱
渡
／
楠
奥　

純
平

　

出
口　

航
大
／
田
中　

友
稀

　

豊
福　

佑
司
／
中
田　

賢
吾

　

伊
澤　

直
哉

・  

南
河
内
第
二
中
新
体
操
部（女

子
）

　

木
下　

萌
乃
／
菅
谷　

真
生

　

大
橋　

恵
／
坂
入　

友
理
愛

　

坂
入　

香
里
／
野
沢　

美
友

・  
国
分
寺
中
柔
道
部
（
女
子
）

　

荒
井　

未
空
／
小
林　

蒼

　

須
藤　

輝
姫
／
大
賀　

美
結

・  

大
垣　

賢
士
（
文
星
芸
術
大

附
属
高
３
年
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）

・  

原
田　

悠
太
郎
（
宇
都
宮
短

期
大
附
属
高
３
年
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）

・  

所　

綾
香
（
宇
都
宮
海
星
女

子
高
３
年
・
硬
式
テ
ニ
ス
）

・  

藤
森　

裕
介
（
國
學
院
栃
木

高
３
年
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

・  

髙
山　

風
馬
（
國
學
院
栃
木

高
３
年
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

■
優
秀
優
良
者
（
受
賞
者
名
敬
称
略
）

▼
文
化
活
動

・  

篠
﨑　

菜
花

（
古
山
小
４
年
・
作
文
）

・  

本
田　

千
尋

（
古
山
小
６
年
・
ポ
ス
タ
ー
）

・  

田
口　

昂
征

（
国
分
寺
東
小
４
年
・
囲
碁
）

・  
土
屋　

陽
菜
（
国
分
寺
東
小

６
年
・
読
書
感
想
文
）

・  
塚
田　

日
南
子
（
石
橋
中
１

年
・
読
書
感
想
文
）

・  

阿
久
津　

芽

（
石
橋
中
３
年
・
ポ
ス
タ
ー
）

・  

野
口　

蓮
雅
（
南
河
内
第
二

中
３
年
・
ポ
ス
タ
ー
）

・  

中
道　

理
仁
（
南
河
内
第
二

中
２
年
・
英
語
ス
ピ
ー
チ
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動

・  

大
沼　

舜
（
緑
小
６
年
・
サ
ッ
カ
ー
）

・  

笹
木　

颯
音

（
石
橋
中
３
年
・
水
泳
）

・  

岡　

奈
古

（
南
河
内
第
二
中
２
年
・
水
泳
）

・  

石
川
智
啓

（
国
分
寺
中
２
年
・
柔
道
）

・  

荒
井　

未
空
（
国
分
寺
中
２

年
・
柔
道
）

・  

須
藤　

輝
姫

（
国
分
寺
中
２
年
・
柔
道
）

・  

江
田　

尋
貴

（
国
分
寺
中
３
年
・
陸
上
）

・  

坂
本　

学
應

（
作
新
学
院
高
３
年
・
卓
球
）

・  

米
井　

美
波
（
栃
木
商
業
高

３
年
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

・  

石
嶋　

亮
子
（
栃
木
商
業
高

３
年
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

■
善
行
篤
行
者

　

堀
越　

桃
奈
（
石
橋
中
３
年
）

　

野
口　

寛
生
（
石
橋
中
３
年
）

　

神
戸　

智
行（

南
河
内
中
３
年
）

　

後
藤　

圭
祐（

南
河
内
中
３
年
）

　

中
村　

花（南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

髙
﨑　

真
依

（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

松
野　

将
馬（

国
分
寺
中
３
年
）

　

原
田　

千
聡（

国
分
寺
中
３
年
）

■
優
秀
優
良
教
員

（
エ
キ
ス
ペ
ル
テ
教
員
賞
）

　

西
村　

圭
子

（
石
橋
小
教
諭
）

　

篠
﨑　

勝
彦

（
古
山
小
教
諭
）

　

髙
橋　

美
恵
子（

祇
園
小
教
諭
）

　

奥
山　

雄
宏（

南
河
内
中
教
諭
）

　

稲
見　

雄
太

（
南
河
内
第
二
中
教
諭
）

　

表
彰
に
続
い
て
、
生
徒
が
自
分
自

身
を
見
つ
め
、
今
ま
で
以
上
に
学
校

生
活
を
楽
し
く
、
よ
り
良
く
し
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
、
そ
の
取
り
組
み

を
地
域
に
発
信
し
て
い
く
「
下
野
市

子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
若
林
英
二
氏
（
社

会
福
祉
法
人
は
く
つ
る
会
理
事
長
・

下
野
市
名
誉
市
民
）を
お
迎
え
し
、「
人

生
１
２
５
歳
。
生
き
て
ゆ
こ
う
よ
希

望
に
も
え
て
」
を
演
題
に
、
ご
自
身

の
戦
争
体
験
・
旧
国
分
寺
町
長
時
代

の
秘
話
・
子
ほ
め
条
例
な
ど
、
人
生

経
験
に
基
づ
い
た
楽
し
く
も
貴
重
な

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
３
０
０
名
を

超
え
る
市
民
の
方
が
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

☎（
52
）１
１
１
７

下野市教育のつどい

国分寺中学校の皆さん若林英二氏

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】認
知
症
は
脳
の
病
気
で
、
脳
血
管
性
認
知
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

下
野
市
の
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
「
教
育
の
つ
ど
い
」

が
、
１
月
25
日
国
分
寺
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活

躍
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
・
一
般

の
方
に
対
す
る
表
彰
と
、
中
学

生
の
善
行
篤
行
表
彰
、
優
れ
た

教
育
を
実
践
を
し
て
い
る
優
秀

優
良
教
員
（
エ
キ
ス
ペ
ル
テ
）

表
彰
が
行
わ
れ
、
永
山
委
員
長

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.3
26



節
制
の
日
々

　

イ
ー
ス
タ
ー
と
関
連
す
る
行
事
に
「
灰

の
水
曜
日
」（A

scherm
ittw
och

ア
ッ

シ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
ヴ
ォ
ッ
ホ
）
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
が
復
活
す
る
日

か
ら
日
曜
日
を
除
く
40
日
前
の
水
曜
日
が

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
今
年
の
灰
の
水
曜

日
は
3
月
5
日
に
な
り
ま
す
。
灰
の
水
曜

日
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
の
賑
や
か
な
カ
ー

ニ
バ
ル
が
終
わ
っ
て
、
復
活
祭
ま
で
の
静

か
な
40
日
間
の
四
旬
節
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
荒
野
で
40

日
間
の
断
食
を
し
た
と
い
う
聖
書
の
講
話

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

　

四
旬
節
の
過
ご
し
方
（
※
1
）
は
、
信

者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
一

般
的
に
は
、
肉
や
乳
製
品
を
食
べ
ず
、
お

酒
・
お
菓
子
な
ど
の
嗜
好
品
を
控
え
る
断

食
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
家
族

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
す
が
、
そ
こ
ま

で
厳
し
く
断
食
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
卵
を
食
べ
ず
、
肉
や
お
菓
子
の
量
を

減
ら
し
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
な
ど

を
や
め
る
と
い
っ
た
努
力
を
し
て
み
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
日
食
べ
物
が
あ
る
こ
と
は

当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
、
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
は
毎

週
日
曜
日
し
か
教
会
に
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
灰
の
水
曜
日
に
は
教
会
に
行
き
ま

し
た
。
特
別
な
行
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

灰
の
水
曜
日

　

灰
の
水
曜
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
司

祭
か
ら
懺
悔
（
自
分
の
悪
い
行
動
や
考
え

を
悔
い
改
め
る
こ
と
）
の
印
と
し
て
、
額

に
灰
で
十
字
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
十

字
を
書
く
の
で
は
な
く
、
灰
を
頭
の
上
に

振
り
か
け
る
宗
派
も
あ
る
ら
し
い
で
す
。

　

こ
の
灰
の
行
事
は
、
無
常
さ
を
忘
れ
な

い
と
い
う
戒
め
で
す
。
司
祭
か
ら
十
字
を

書
い
て
も
ら
う
と
き
に
、
よ
く
「
あ
な
た

は
灰
か
ら
生
ま
れ
て
灰
に
戻
る
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
人
間
は
永
遠
に
生
き
る
わ
け
で

は
な
い
し
、短
い
人
生
だ
か
ら
こ
そ
、ち
ゃ

ん
と
正
し
く
生
き
な
さ
い
と
い
う
意
味
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
自
分
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
の
方
、
特
に
困
っ

て
い
る
人
々
に
寄
付
す
る
よ
う
に
も
教
え

ら
れ
ま
す
。

　

灰
の
水
曜
日
に
使
う
灰
は
、
前
年
の
枝

の
主
日
（
※
2
）
と
呼
ば
れ
る
日
の
ミ
サ

で
使
わ
れ
た
枝
や
低
木
を
燃
や
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。
儀
式
で
使
う
前
に
、
司

祭
が
ミ
サ
で
祝
福
し
ま
す
。
灰
の
水
曜
日

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ
て
重
要
な
行

事
な
の
で
、
ミ
サ
に
行
き
た
い
人
は
休
暇

を
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
場
合
は
特
別
休
暇
が
も
ら
え
ま
す
。

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
22
回

イ
ー
ス
タ
ー
が
知
り
た
い
！

人
気
の
イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
・

イ
ベ
ン
ト

　

イ
ー
ス
タ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の
お
祭

り
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
でO

stern

（
オ
ー

ス
タ
ー
ン
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー

に
関
す
る
も
っ
と
も
有
名
な
習
慣
に
イ
ー
ス

タ
ー
・
エ
ッ
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
復

活
祭
に
、
殻
に
鮮
や
か
な
彩
色
を
し
、
美
し

い
包
装
を
し
た
ゆ
で
卵
な
ど
を
出
す
習
慣
で

す
。
ゆ
で
卵
の
他
に
、
生
卵
の
殻
も
使
い
ま

す
。
絵
の
具
で
染
め
て
、
糸
を
付
け
て
家
の

中
に
飾
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
主
催
の
第
８
回
下
野
薬
師

寺
跡
史
跡
ま
つ
り
に
お
い
て
、
イ
ー
ス
タ
ー

エ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。
み
ん
な
で
作
り
ま

し
ょ
う
！
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の

方
も
大
歓
迎
で
す
よ
！

■
日
時　

３
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場　

※
雨
天
中
止

　
（
下
野
市
薬
師
寺
１
６
３
６
番
地
）

■
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
卵
は
１
人
２

個
ま
で
。
卵
の
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み　

不
要
（
定
員
：
な
し
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
生
活
安
全
課
内
）　

☎（
40
）５
５
５
５

　
（ 

史
跡
ま
つ
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

「
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
☎（
47
）３
１
２
１

ま
で
）

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

　

灰
の
水
曜
日
（A

sch
e
rm
ittw
o
ch

）

国内・国際交流

（
※
1
）
四
旬
節
は
基
本
的
に
節
制
の
精

神
で
自
ら
を
振
り
返
る
期
間
で
あ
る
が
、

日
曜
日
は
イ
エ
ス
の
復
活
を
記
念
す
る
喜

び
の
日
な
の
で
、
四
旬
節
の
40
日
に
は
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。

　

厳
格
な
断
食
の
習
慣
は
古
代
末
期
か
ら

中
世
に
か
け
て
確
立
し
た
が
、
現
在
は
肉

な
ど
の
特
定
の
食
べ
物
で
は
な
く
、
自
分

の
好
き
な
食
べ
物
や
娯
楽
を
節
制
す
る
と

い
う
形
式
に
変
わ
っ
て
き
た
。

（
※
2
）
復
活
祭
（
イ
ー
ス
タ
ー
）
一
週

間
前
の
日
曜
日
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

エ
ル
サ
レ
ム
入
城
を
民
衆
が
木
の
枝
を
道

に
敷
い
て
歓
迎
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
習

慣
。
し
ゅ
ろ
の
主
日
、
受
難
の
主
日
と
も

い
う
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

引
っ
越
し
を
し
た
時
は
、
実
際
に
住
み
始
め
て
か
ら
何
日
以
内
に
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
？

①
８
日
以
内　

②
14
日
以
内　

③
特
に
な
い

問
４

©BotMultichillT, Brian May:Wikipedia
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講
師
紹
介

ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー　

先
生

（
ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
ス
カ
州

出
身
）

シ
ル
バ
ン
・
ジ
ル

・
エ
レ
ン　

先
生

（
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

州
出
身
）

金　

賢
淑　

先
生

（
キ
ム　

ヒ
ョ
ン
シ
ュ
ク
）

（
韓
国
出
身
）

語学講座　

語
学
講
座
の
ご
案
内

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

・ 

他
の
金
融
機
関
か
ら
お
振
込
み
の
場

合
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

店
番
号
０
７
８

　

口
座
番
号　

０
８
２
８
１
７
１

※
口
座
名
義
は
下
野
市
国
際
交
流
協
会

で
す
。

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
受
付

　

３
月
10
日
㈪
〜
26
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
受
講
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
役
所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
語
学

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず

れ
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
が
教
え
ま
す
。

ご
希
望
の
講
座
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
語
学
講
座

の
受
講
は
自
動
継
続
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
回
か
ら
ご
継
続
の
方
も
必
ず
ご
希
望

の
コ
ー
ス
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
受
講
条
件

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。

　
（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
。
協
会
入

会
は
生
活
安
全
課
窓
口
に
て
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
。）

■
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

３
月
26
日
㈬
ま
で
に
①
ま
た
は
②
に
よ

り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
現
金
納
付
：
生
活
安
全
課
窓
口

②
銀
行
振
込
：
左
記
指
定
口
座
に
お
振

込
み
く
だ
さ
い
。
※
手
数
料
各
自
負
担

・ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
お
振
り
込
み
の

場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

記
号
１
０
７
２
０

　

番
号　

０
８
２
８
１
７
１
１

英
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
20
名

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
学
校
で
習
っ

た
け
ど
話
せ
な
い
と
い
う
方
、
ち
ょ
っ

と
は
話
せ
る
が
、
英
語
を
使
う
機
会
を

増
や
し
た
い
方
な
ど
大
歓
迎
！
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
音
を
し
っ
か

り
学
び
、
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

〈
石
橋
会
場
〉

○
講
師
：
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
４
月
12
日
〜
９
月
13
日
（
毎

週
土
曜
日
。
5
月
3
日
、
7
月
26
日
、

８
月
中
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

〈
南
河
内
会
場
〉

○
講
師
：
ジ
ル
先
生

○
期
間
：
４
月
11
日
〜
９
月
12
日
（
毎

週
金
曜
日
。
5
月
２
日
、
７
月
25
日
、

８
月
中
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

語
学
の
レ
ベ
ル
は
様
々
で
す
の
で
、

講
座
の
内
容
も
「
い
ろ
い
ろ
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
音

や
文
法
を
復
習
し
な
が
ら
、
知
識
・
英

会
話
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。

○
講
師
：
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
４
月
12
日
〜
９
月
13
日

（
毎
週
土
曜
日
。
５
月
３
日
、７
月
26
日
、

８
月
中
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

文
法
の
復
習
を
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
知
識
・
英
会
話
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。（
土

曜
日
の
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ
が
物
足
り
な
い

と
思
う
方
向
け
の
教
室
で
す
。）

○
講
師
：
ガ
ナ
ー
先
生

○
期
間
：
４
月
10
日
〜
９
月
11
日
（
毎

週
木
曜
日
。
5
月
1
日
、
7
月
24
日
、

８
月
中
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

住
所
を
変
更
し
た
時
は
、
実
際
に
変
更
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
新
し
い
住
所
地
の
役
所
で
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン　

先
生

（
下
野
市
国
際
交
流
員
・
ド

イ
ツ
出
身
）

モ
ニ
カ
・
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ 

先
生

（
宇
都
宮
市
在
住
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
出
身
）

宮
田　

京
玉　

先
生

（
み
や
た　

き
ょ
う
ぎ
ょ
く
）

（
中
国
出
身
）

石
川　

嘉
玲　

先
生

（
い
し
か
わ　

か
り
ん
）

（
中
国
出
身
）

　語学講座

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不

定
冠
詞
の
使
い
分
け
が
わ
か
る
、
簡
単

な
文
章
が
作
れ
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

初
級
コ
ー
ス
Ⅰ
よ
り
も
授
業
の
進
み
が

早
い
で
す
。

○
講
師
：
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

７
月
22
日
・
29
日
、
8
月
中
、
9
月
16

日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス

　

ド
イ
ツ
語
を
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る

方
に
お
勧
め
。
文
法
の
基
本
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
イ
ツ
語
の
名
詞
の
性
や
動
詞
の

現
在
形
変
化
、
現
在
完
了
形
な
ど
が
で

き
る
方
に
適
し
た
内
容
で
す
。

○
講
師
：
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

6
月
24
日
、
７
月
22
日
・
29
日
、
8
月

中
、
9
月
16
日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
９
時

○
場
所
：
石
橋
公
民
館

○
受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
15
回
）

韓
国
語
講
座

　

定
員
：
20
名

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
あ
る
程
度
の

読
み
書
き
が
で
き
る
方
を
対
象
に
行
う
、

会
話
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
す
。
正

確
な
発
音
、
読
み
・
書
き
の
練
習
も
指

導
し
ま
す
。

○
講
師
：
金
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

７
月
22
日
・
29
日
、
8
月
中
、
9
月
16

日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

ド
イ
ツ
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
15
名

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不

定
冠
詞
の
使
い
分
け
が
わ
か
る
、
簡
単

な
文
章
が
作
れ
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

○
講
師
：
リ
ン
先
生

○
期
間
：
４
月
３
日
〜
７
月
10
日

日
（
毎
週
木
曜
日
。
５
月
８
日
・
15
日

は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
10
分
〜
８
時
40
分

○
場
所
：
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料
：
６
，
５
０
０
円
（
全
13
回
）

中
国
語
講
座

　

定
員
：
各
コ
ー
ス
15
名

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ

　

中
国
語
の
発
音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、

簡
単
な
文
章
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
方
に
お
勧
め
で
す
。

○
講
師
：
宮
田
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

７
月
22
日
・
29
日
、
8
月
中
、
9
月
16

日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
30
分
〜
9
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ

　

中
国
語
の
発
音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、

簡
単
な
文
章
を
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
方
に
お
勧
め
で
す
。
入
門

コ
ー
ス
Ⅰ
よ
り
も
授
業
の
進
み
が
早
い

で
す
。

○
講
師
：
石
川
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

７
月
22
日
・
29
日
、
8
月
中
、
9
月
16

日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
０
時

15
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ

　

基
本
的
な
中
国
語
の
知
識
を
習
得
し
、

発
音
や
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
方
で
、

も
う
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に

適
し
た
内
容
で
す
。

○
講
師
：
宮
田
先
生

○
期
間
：
４
月
9
日
〜
９
月
17
日
（
毎

週
水
曜
日
。
4
月
30
日
、
5
月
7
日
、

7
月
23
日
・
30
日
、
８
月
中
は
休
講
）

○
時
間
：
午
後
７
時
30
分
〜
9
時

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ

　

中
国
語
の
基
礎
（
発
音
や
文
法
）
が

理
解
で
き
る
方
を
対
象
に
、
実
践
的
な

中
国
語
を
学
び
ま
す
。

○
講
師
：
石
川
先
生

○
期
間
：
４
月
8
日
〜
９
月
30
日
（
毎

週
火
曜
日
。
４
月
29
日
、
５
月
６
日
、

７
月
22
日
・
29
日
、
8
月
中
、
9
月
16

日
・
23
日
は
休
講
）

○
時
間
：
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

○
場
所
：
国
分
寺
公
民
館

○
受
講
料
：
８
，
０
０
０
円
（
全
16
回
）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
鳥
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

①
メ
ジ
ロ　

②
カ
ワ
セ
ミ　

③
ウ
グ
イ
ス

問
５

受
講
料
：
１
０
，０
０
０
円（
全
15
回
）
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く
ら
し
に
役
立
つ
学
び
の

応
援
団

『
平
成
26
年
度
版

生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

　

学
び
を
通
し
て
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
市
民
の
皆
様
に
「
応

援
―
エ
ー
ル
―
」
を
贈
る
た
め

『
平
成
26
年
度
版　

生
涯
学
習

情
報
誌
エ
ー
ル
』
を
３
月
中
旬

に
発
刊
し
ま
す
。

■
掲
載
内
容

　

生
涯
学
習
課
関
連
の
講
座
内

容
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
課

・
公
民
館

・
図
書
館

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
配
布
方
法

　

3
月
中
旬
に
以
下
の
方
法
で

配
布
し
ま
す
。

①
最
寄
り
の
施
設
窓
口

・
各
公
民
館

・
各
図
書
館

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

の
課
題
、
大
人
の
課
題
に
つ
い

て
経
験
談
を
ま
じ
え
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
講
師　

伊
達
悦
子
さ
ん

　
（ 

作
新
学
院
大
学
人
間
文
化

学
部
名
誉
教
授
）

◎
第
２
回

　

11
月
21
日
㈭

◆
内
容
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
の
現
状
と
そ
の
対
応
」

　

直
近
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹

介
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
便
利

な
道
具
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
と
危
険
な
道
具
に
な

る
。
携
帯
電
話
の
向
こ
う
側

に
は
常
に
相
手
が
い
る
こ
と
を

考
え
る
こ
と
。
ケ
ー
タ
イ
を
使

い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
家
庭
で
の

ル
ー
ル
が
必
要
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

◆
講
師　

阿
部
信
太
郎
さ
ん

・
各
庁
舎
窓
口

②
各
戸
配
布

　

自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
に
は
各
戸
配
布
で
お
届
け
し

ま
す
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

生
涯
学
習
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

市
民
人
権
講
座
が

終
了
し
ま
し
た

◎
第
１
回

　

10
月
31
日
㈭

◆
内
容
「
子
ど
も
の
人
権
を
め

ぐ
る
動
向
と
諸
課
題
」

子
ど
も
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る

　

近
年
の
動
向
か
ら
、
子
ど
も

　

( 

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

調
査
研
究
部
）

◎
第
３
回

　

1
月
17
日
㈮

◆
内
容
「
子
ど
も
に
対
す
る
暴

力
防
止
・
予
防
の
た
め
に
」

　

日
本
、
海
外
で
の
子
供
に
対

す
る
暴
力
予
防
の
取
組
事
例
と

暴
力
予
防
、
課
題
解
決
型
前
向

き
子
育
て
法
を
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

代
表
理
事　

田
沢
茂
之
さ
ん

◎
第
4
回

　

平
成
26
年
2
月
6
日
㈭
開
催

◆
内
容｢

Ｃ
Ａ
Ｐ
お
と
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
〜
周
り
の
大
人
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
〜
」

　

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
学
び
、
後
半

は
お
と
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

◆
講
師　

子
ど
も
の
人
権｢

Ｃ

Ａ
Ｐ｣

な
す

※
講
座
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習
課
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

公
民
館
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

　

12
月
に
石
橋
公
民
館
の
公
民

館
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
受

講
生
に
よ
る
「
ミ
ニ
門
松
づ
く

り
」
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
し

た
ミ
ニ
門
松
は
石
橋
公
民
館
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

平成26年度版
　生涯学習情報誌エールの表紙

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

春
に
な
る
と
市
内
の
い
た
る
所
で
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
りリク

エ
ス
ト
講
座

― 
皆
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

市
の
職
員
が
出
前
講
座

を
行
い
ま
す
―

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
学
習
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
相
談
体

制
を
充
実
し
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
学
習
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
開
く
講

座
（
集
会
）
に
市
の
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
の
で
、

新
年
度
に
向
か
っ
て
の
学
習
会

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

者
の
概
ね
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
が
対
象
で
す
。

　

受
講
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

■
開
催
場
所

　

申
込
者
が
手
配
し
て
く
だ
さ

い
。
自
治
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
公
共

施
設
等
。

■
開
催
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
。

　

一
つ
の
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）

が
1
日
2
講
座
ま
で
受
講
で
き

⑰  

選
挙
に
行
こ
う

⑱  

教
育
委
員
会
っ
て

⑲  

学
校
の
教
育
活
動
と
地
域
住

民
の
連
携
に
つ
い
て

⑳  

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

－
生
涯

学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－

㉑  

グ
ル
ー
プ
活
動
が
10
倍
楽
し

く
な
る
講
座

㉒  

子
ど
も
と
読
書

㉓  

考
古
学
的
視
点
で
み
た
下
野

市
（
県
内
で
の
下
野
市
）

㉔  

下
野
市
の
ス
ポ
ー
ツ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」

■
内
容

　
「
ご
近
所
の
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
ハ
ウ
ス
を
も
っ
と
知
り
た

い
！
」

　

下
野
市
に
存
在
す
る
日
本
第

５
号
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ
ウ
ス

は
、
遠
方
か
ら
自
治
医
大
に
入

院
し
た
子
ど
も
の
付
き
添
い
家

族
が
利
用
で
き
る
宿
泊
施
設
で

す
。
ハ
ウ
ス
を
支
え
て
い
る
の

は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ

の
施
設
の
目
的
や
内
容
を
ハ
ウ

ス
の
職
員
の
方
が
説
明
し
て
く

ま
す
。
所
要
時
間
は
２
時
間
以

内
で
す
。

■
講
師
料

　

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
講
座

に
よ
っ
て
は
教
材
費
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

　

日
程
等
を
調
整
の
う
え
、
開

催
希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

参
考
【
講
座
名
（
例
）】

① 
総
合
計
画
に
つ
い
て

②  

自
治
基
本
条
例
っ
て
何
だ
ろ

う
③ 

下
野
市
の
家
計
簿

④ 

所
得
税
・
住
民
税
の
し
く
み

⑤ 

消
費
者
講
座　

く
ら
し
編

⑥ 

国
民
健
康
保
険
の
し
く
み

⑦ 

ご
み
問
題
を
考
え
よ
う

⑧ 

発
達
障
害
と
は

⑨  

介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ

い
て

⑩  

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

⑪  

地
産
地
消
に
つ
い
て

⑫  

下
野
市
の
観
光
に
つ
い
て

⑬  

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

⑭  

区
画
整
理
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
⑮  

下
野
市
の
水

⑯  

快
適
！
下
水
道
の
あ
る
く
ら

し

れ
ま
す
。

■
日
時　

３
月
28
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る

皆
様
へ

　

自
主
企
画
講
座
の
開
催
を
セ

ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
者
の

活
動
機
会
の
創
出
と
、
市
民
の

皆
様
に
よ
り
多
く
の
学
習
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

開
催
要
件

■
講
師
要
件

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ン
ク
登
録
者(

個
人
・
団
体
）
で

あ
る
こ
と
。

■
講
師
謝
金

　

指
導
に
対
す
る
謝
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
運
営
費
用

　

材
料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
等
は

徴
収
可
能
。

■
受
講
対
象
者

　

市
内
在
住
、
在
勤

■
開
催
期
間

　

1
講
座
３
か
月
以
内

■
開
催
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
座
開
設
の
支
援

　

広
報
誌
へ
の
掲
載
、
募
集
チ

ラ
シ
・
講
座
の
資
料
等
の
印
刷
、

申
し
込
み
受
付
、
受
講
決
定
の

連
絡
、
開
催
通
知
発
送
、
損
害

保
険
加
入
、
そ
の
他
、
講
座
開

設
に
か
か
る
支
援
や
助
言
を
行

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

自主企画講座（香りの花せっけん講座）
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　南河内図書館　
■読書会
3 月 8 日㈯　午前 10 時～正午
テキスト／新田　次郎　著「冬山の掟」
※ 2 月の読書会が雪の為中止になりましたの
で、2月のテキストで 3月の読書会を行います。
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
　1階児童コーナー
3月 8日㈯　①午後 2時～　②午後 3時～
①絵　本「うずらちゃんのたからもの」
　絵　本「くるぞくるぞ」
　紙芝居「まんまるダンゴムシ」
②絵　本「しろちゃんとはりちゃん」
　絵　本「むらの英雄」
　紙芝居「あとかくしの雪」
3月 22 日㈯　①午後 2時～　②午後 3時～
①絵　本「ちびはち」
　絵　本「じっちょりんのあるくみち」
　紙芝居「ありんこありりはくいしんぼう」
②絵　本「ミルクこぼしちゃだめよ！」
　絵　本「 わんぱくだんのはしれ！

いちばんぼし」
紙芝居「はしになっただいじゃどん」

南河内図書館からのお知らせ
　南河内庁舎周辺整備工事のため、駐車
場の台数減少や入出庫にご不便をおかけ
しております。また館内においても、工
事による騒音でご迷惑をおかけしており
ますが、皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

　石橋図書館　
■読書会　2階研修室
3月 12 日㈬　午前 10 時～正午
テキスト／加藤　幸子　著　「夢の壁」
■おはなし会　1階おはなしコーナー
3月 1日㈯　午後 2時～
絵　本「ふゆめがっしょうだん」
　　　「こすずめのぼうけん」　ほか
3月 15 日㈯　午後 2時～
絵　本「はるかぜとぷう」
　　　「とんことり」　ほか
■映画会　2階視聴覚室
3月 8日㈯・22 日㈯ ･29 日㈯　午後 2時～

　国分寺図書館　
■みんな集まれ！ひな祭り会　2階視聴覚室
3月 2日㈰　午後 1時～ 2時

「風船で桃の花を作ろう！」※要申し込み
■おはなし会　おはなしコーナー
3月 8日㈯　午後 2時～
紙芝居「みんなでつくったおひなさま」
絵　本「クレリア」　ほか
■読書会　2階視聴覚室
3月 15 日㈯　午前 10 時～
テキスト／小川洋子　著「冷めない紅茶」
■スタッフお楽しみ会　おはなしコーナー
3月 22 日㈯　午前 10 時 30 分～
■自治医大コーナーに「認知症関連本」と、「障
がい児関連本」を設置しました
下野市の認知症サポーター養成講座の取り組み
にともない、関連本を集めました。また、隣接
する「けやき」の開所にともない、障がい児に
ついて考える本を集めました。
2階新刊本コーナー裏側に設置しています。

図書館（全館）からのお知らせ
　進学、就職、転勤等にともない住所が
変わった方は、新しい住所を確認できる
もの（免許証、保険証等）と利用者カード
をご持参のうえ、お近くの図書館にて変
更届をしてください。その他、電話番号
や苗字の変更などがありましたら、速や
かに変更届をお願いします。詳しくは、
市内の各図書館にお尋ねください。

ＱＲコード

利用案内
■3月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
日本語に生まれて（南）…中村　和恵
虹、つどうべし（南）…玉岡かおる
上流階級（南）…高殿　円
内通者（石）…堂場　瞬一
てらさふ（石）…朝倉かすみ
春、戻る（石）…瀬尾まいこ
1～ 5玉で編める冬こもの（国）…リトルバード
偏愛博物館スケッチ（国）…太田垣晴子
和菓子の由来（国）… 櫻井　美孝
＜児童書＞
ラスト・スパート！（南）…横山　充男
サンドイッチの日（南）…吉田　道子
はなちゃんのわらいのたね（南）…荒井　良二
あみだだだ（石）…谷川俊太郎
えをかくかく（石）…エリック・カール
あたらしい子がきて（石）…岩瀬　成子
クッキーひめ（国）…おおいじゅんこ
たったひとりのともだち（国）…いもとようこ
自然がつくる色大図鑑（国）…福江　純

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
こでも貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
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読書人

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

「新学期特集」

　4月から新学期が始まります。学校
や社会での新たなスタートの時です。
特に新入園（学）のお子さんをお持ちの
ご家庭では、様々な準備で大変なので
はないでしょうか。
　今月は、新社会人や新入園（学）
児と保護者の皆さんにおススメの
本をご紹介します。

はじめてでも必
ずできる！
通園通学バッグ
とこもの

寺西恵里子 著
辰巳出版

やらなきゃ
ゼロ！

鈴木 直道 著
岩波ジュニア新書

怪談
オウマガドキ学園①
真夜中の
入学式

怪談オウマガドキ
学園編集委員会 編
童心社

1 年中使える
通園通学 BOOK

日本ヴォーグ社

一ねんせいに
なったら

まどみちお 詩
かべやふよう 絵
ポプラ社

ことり
ようちえんの
いちねんかん

たかてらかよ 著
講談社

はじめてでもぶきっちょさんでも大丈夫！子
どもの通園・通学バッグ・エプロン・名札・
座布団などなど…作り方をわかりやすく解説
してくれています。お子様と一緒に作る工程
も楽しめる一冊。 （石）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

財政破綻した北海道夕張市に 2011 年 4
月に誕生した全国最年少の市長が、持ち
前の行動力を発揮して、夢と情熱をもっ
て地域再生にチャレンジする奮闘記で
す。 （南）

お化けの学校「オウマガドキ学園」の入
学式は真夜中に始まります。クラスメー
トはオバケと幽霊と妖怪と…さあ、もう
すぐ授業がはじまるよ！
※２月現在シリーズ５巻まで刊行済 （南）

レッスンバッグ、シューズケース、お弁
当セット、楽器ケース、リュックサック
…。通園通学に使う定番グッズや生活小
物 75 点の作り方を、プロセス写真とイ
ラストでわかりやすく解説します。（国）

子どもたちが大好きな童謡「一ねんせい
になったら」を題材にした絵本。カラフ
ルな絵とリズミカルな言葉が、新一年生
になる子どもたちの背中を押してくれる
一冊です。 （南）（石）（国）

あやちゃんはもうすぐようちえんにいき
ます。あやちゃんといっしょに、ことり
ようちえんの一年間を味わってみましょ
う。 （南）（国）

寺】

ビジネス
ファッション
ルール

大森 ひとみ 著
ディスカヴァー・トゥ
エンティワン

新社会人におすすめの一冊。
自分自身の魅力を可視化し成功へと導くビジネスファッ
ションのルールを紹介します。 （国）
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う
ぐ
い
す
の
鳴
き
散
ら
す
ら
む
春
の
花

い
つ
し
か
君
と
手
折
り
か
ざ
さ
む

（
万
葉
集　

巻
十
七
・
三
九
六
六
）

　

こ
れ
は
、
大
伴
家
持
が
「
ウ
グ
イ
ス
が
鳴

い
て
散
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
春
の
花
を
、

早
く
君
と
共
に
手
折
り
、
頭
に
か
ざ
し
た
い
」

と
春
の
訪
れ
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。
詠
ま
れ
た

の
は
、
天
平
十
九
年
の
二
月
二
十
九
日
（
新

暦
の
四
月
十
七
日
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

年
、
国
指
定
史
跡
下
野
国
分
寺
跡
で
は
、
三

月
上
旬
か
ら
四
月
下
旬
に
か
け
て
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
今
年
の
ウ
グ

イ
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
「
春
告
鳥
」「
報

春
鳥
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
グ
イ
ス
と
冬
の
寒
さ
・

厳
し
さ
に
耐
え
て
咲
く
こ
と
か
ら
「
春
告
草
」

の
異
名
を
持
つ
ウ
メ
は
万
葉
の
昔
か
ら
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
歌
に
良
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

下
野
国
分
寺
七
重
の
塔
跡
の
西
側
に
一
本

の
梅
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
古
木
の

た
め
、
普
段
は
目
に
留
ま
り
ま
せ
ん
が
、
天

平
の
丘
公
園
周
辺
で
は
、
例
年
一
番
に
開
花

す
る
古
木
で
す
。
下
野
薬
師
寺
跡
に
も
約
百

本
の
梅
の
木
を
公
園
整
備
の
際
に
植
樹
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
木
よ
り
も
二
〜
三
週
間

早
く
開
花
し
ま
す
。
実
は
こ
の
古
木
が
早
く

開
花
す
る
わ
け
は
、
こ
の
古
木
と
隣
り
合
わ

せ
に
あ
る
常
緑
樹
が
古
木
を
覆
う
よ
う
に
枝

葉
を
伸
ば
し
て
く
れ
て
い
る
お
蔭
で
、
寒
さ

が
防
げ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
冬
の
寒
さ
を
耐
え
る
」
こ
の
言
葉
に
ぴ
っ

た
り
な
遺
物
が
、
実
は
下
野
薬
師
寺
跡
や
下

野
国
分
寺
・
尼
寺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。「
忍に

ん
ど
う冬

唐
草
文
」
や
「
均き
ん
せ
い整

唐
草
文
」
と

呼
ば
れ
る
唐
草
模
様
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
軒
瓦

類
で
す
。
白
鳳
時
代
や
奈
良
時
代
に
全
国
の

寺
院
の
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
こ
の
唐
草

文
が
流
行
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
役
所
や
寺

院
の
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
簡
単
に
述
べ
る
と

平
城
京
な
ど
中
央
の
役
所
や
寺
院
と
関
係
の

深
さ
で
決
ま
り
ま
す
。
平
城
京
で
使
用
さ
れ

た
瓦
の
木
型
と
工
人
が
各
地
に
貸
し
出
し
さ

れ
、
国
分
寺
な
ど
の
建
設
に
携
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
の
最
初
の

建
物
の
場
合
は
、
藤
原
京
の
川か

わ
ら
で
ら

原
寺
に
使
用

さ
れ
た
瓦
の
木
型
を
借
り
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
下
野
薬
師
寺
が
八
世
紀
前
半
に
「
官
寺
」

（
国
立
寺
院
）
に
改
修
さ
れ
た
際
に
は
、
平
城

京
右う

き
ょ
う
さ
ん
じ
ょ
う
さ
ん
ぼ
う

京
三
条
三
坊
（
現
在
の
奈
良
市
西
大
寺

付
近
）
に
本
籍
を
も
つ
従
六
位
上
於う
え
の

伊い

み美

春
告
げ
草
・
春
告
鳥

吉き
お
び
と

子
首
（
当
時
七
九
歳
）
が
、「
下
野
薬
師

寺
造ぞ
う
し
こ
う

司
工
」（
工
事
の
指
導
者
）
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
野
薬
師
寺
跡
か
ら
は
、

「
葡ぶ

ど
う萄

唐
草
文
」
と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
瓦

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
白
鳳
時
代
の
葡
萄
唐

草
文
様
で
有
名
な
資
料
は
、
奈
良
の
薬
師
寺

に
安
置
さ
れ
て
い
る
国
宝
薬
師
三
尊
像
の
本

尊
が
腰
か
け
て
い
る
金
銅
製
台
座
で
す
。
こ

の
台
座
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
葡
萄
唐
草
文
、

ペ
ル
シ
ャ
の
蓮
華
文
様
、
イ
ン
ド
の
力
神
裸

像
、
中
国
の
四
方
四
神
（
東
に
青せ

い

龍り
ゅ
う、

南
に

朱す
ざ
く雀

、
西
に
白
び
ゃ
っ

虎こ

、
北
に
玄げ
ん

武ぶ

）
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
沿
線
の
デ
ザ
イ
ン
の
集
大
成
で
す
。
こ
の

ギ
リ
シ
ャ
に
起
源
を
持
つ
葡
萄
唐
草
文
様
が
、

今
か
ら
１
３
０
０
年
前
に
下
野
薬
師
寺
ま
で
、

も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
す
。何
と
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
終
着
点
と
さ
れ
る
奈
良
か
ら
さ
ら
に
先

の
こ
の
下
野
市
ま
で
、
ギ
リ
シ
ャ
起
源
の
デ

ザ
イ
ン
が
当
時
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
。

当
時
、
ギ
リ
シ
ャ
で
も
ま
た
、
そ
の
沿
線
の

都
市
で
も
ブ
ド
ウ
は
、
実
が
鈴
な
り
に
生
り

房
と
な
る
こ
と
か
ら
「
豊ほ

う
じ
ょ
う穣・

多
産
」
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
好
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

国分寺鐙瓦
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

Shimotsuke

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
森
で

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

し
よ
う【
春
】

3/30
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
春
の
兆
し

が
見
え
始
め
る
季
節
で
す
。
グ
リ

ム
の
森
で
は
ど
ん
な
「
春
」
が
見

つ
か
る
か
な
？

一
緒
に
森
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
、
自
然
の
仕
組
み
や
不
思
議
を

知
ろ
う
！

■
日
時

３
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
等
の
状
況

に
よ
っ
て
は
屋
内
で
お
こ
な
い
ま

す
）

■
定
員　

30
名
程
度

■
対
象

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

第
２
回 

消
費
者
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
！

3/15「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い

う
人
こ
そ
危
な
い
！
振
り
込
め
詐

欺
の
代
表
的
な
手
口
で
あ
る
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
架
空
請
求
詐

欺
」。
巧
妙
化
す
る
手
口
を
紹
介

し
な
が
ら
、
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
を
再
確
認
し
ま
す
。

毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
15
日
㈯

午
後
１
時
30
分　

開
場

午
後
２
時　

開
会

■
場
所

道
の
駅
し
も
つ
け

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設　

研
修
室

■
入
場
料　

無
料

■
事
前
申
し
込
み　

不
要

■
講
師

金
融
庁
総
務
企
画
局
政
策
課

課
長
補
佐　

大
野 

仁 

氏

テ
ー
マ
「
身
に
つ
け
よ
う
金
融

知
識
〜
金
融
や
経
済
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
安
心
で
き
る

生
活
を
送
ろ
う
！
〜

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

詳しくは37ページ ➡

詳しくは37ページ ➡

詳しくは41ページ ➡

詳しくは42ページ ➡

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくは36ページ ➡

お知らせ
４月１日から
市役所の組織の一部が
変わります

お知らせ
水道料金・下水道使用料
等の消費税率引き上げ
による対応について

募　集
各種公務委員を
募集します

募　集
平成26年度
ふれあい館プール講座
受講生募集

イベント
第35回
天平の花まつり
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
し
ま
す

市
で
は
、
通
院
等
で
通
常
の
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
障
が
い
者
等
の
外
出
支
援
の
た

め
、
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
利
用
期
間　

４
月
１
日

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

■
対
象
者

① 

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

② 

１
・
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③ 

療
育
手
帳
を
お
持
ち
で
通
院
等

に
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必
要
と

す
る
方

■
事
業
内
容　

タ
ク
シ
ー
乗
車
１

回
に
つ
き
、
利
用
券
１
枚
（
基
本

料
金
相
当
額
）
の
助
成

■
交
付
枚
数　

３
枚
／
月 

（
申
請

日
が
属
す
る
月
か
ら
平
成
27
年
3

月
分
ま
で
）

※
１
年
間
分
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

紛
失
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
交
付
場
所

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
国
分

寺
本
所（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）・
石
橋

支
所（
き
ら
ら
館
内
）・
南
河
内
支

所（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

※ 

ご
本
人
の
印
鑑
、
障
が
い
者
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
の
場
合
、
代
理
者
の
印

鑑
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間
・
時
間

3
月
24
日
か
ら　

平
日
の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

就
学
援
助
費
受
給
申
請

の
受
付
を
し
ま
す

就
学
援
助
と
は
、
経
済
的
な
理

由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費
な
ど

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
は
、
生
活
保
護
法
に
基

づ
く
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
程
度
に
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
方
で
す
。

希
望
す
る
場
合
に
は
、
学
校
教

育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）１
１
１
８

第35回 天平の花まつり1

花まつり
淡墨桜　3月下旬～4月初めまで
八重桜　4月中旬～下旬
つつじ　4月下旬～5月上旬

花の見ごろ

3月20日   ～5月6日木 火

第35回

片道1,000円
定額タクシー運行中！
国分寺タクシー㈲、
小金井タクシー㈱、
羽川タクシー㈲

小金井駅（西口）

花まつり会場

駐車場有料期
4月10日（木）～
　　4月30日（水）

〒329-0417 栃木県下野市国分寺993-1

交　通 ■JR宇都宮線小金井駅西
口より約3km

　(小金井駅西口オアシスポ
ッポ館に貸自転車有り)
■東武線新栃木駅より約
10km

■東武線壬生駅より約5km
■東北自動車道栃木I.C.よ
り約12km
■北関東自動車道壬生I.C.
より約10km

44

18

駅
生
壬

道
鉄
武
東

川
姿

市
野
下

舎
庁
寺
分
国

線
号
４
道
国

川
思

駅
大
医
治
自

線
宮
都
宇
Ｒ
Ｊ

駅
井
金
小

蔓巻公園
つる まき花見ヶ岡

交差点

花まつり
会場

▲花まつりHP
http://www.shimotsuke-ta.com/

一般社団法人下野市観光協会／下野市
下野市商工会／石橋商工会／花まつり出店協力会

一般社団法人下野市観光協会
☎0285-39-6900　　

後　援

お問い合せ

主　催

栃木県観光物産協会／JR東日本大宮支社
東武鉄道株式会社

催し物
3/20［木］～5/6［火］
3/29［土］・3/30［日］
4/10［木］～4/30［水］
4/11［金］
4/13［日］
4/19［土］
4/19［土］・27［日］
4/26［土］
4/ 4［金］～5/6 ［火］
4/ 1［火］～4/21［月］
4/20［日］・4/27［日］
4/12～27の土・日開催
4/19［土］ （雨天時は20［日］）

市内商工会の出店
野点・かんぴょう汁無料
駅からハイキング
金沢明子歌謡ショー
烈車戦隊トッキュウジャー ショー
T!P ショー
とちおとめ25 ショー
あすかるうみ・神田聖子 ショー
坊っちゃん列車・ミニ新幹線運行
いちおしグルメ選手権
移動動物園
子ども遊び広場
野点（カラクリ水車前）

オアシス
ポッポ館
オアシス
ポッポ館
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水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
等
の

消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る

対
応
に
つ
い
て

４
月
1
日
よ
り
消
費
税
率
が
５

％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
検
針
分
よ

り
消
費
税
率
８
％
を
適
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
水
道
に
加
入
す

る
際
や
、
蛇
口
の
数
を
増
や
し
て

メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
が
変
わ
る
場

合
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
水
道
加

入
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
１

日
受
付
分
よ
り
消
費
税
率
８
％
を

適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
水
道
・
下
水
道
の
宅
内

工
事
の
申
請
は
、
市
の
指
定
工
事

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課　

☎（
48
）2
1
2
1

下
水
道
課
☎（
48
）2
1
2
3

南
河
内
地
区
に

お
住
ま
い
の
方
へ

光
フ
ァ
イ
バ
設
備
の
工
事
に
伴

い
、
屋
外
拡
声
器
が
一
時
停
止
し

ま
す
。

対
象
地
区
の
み
な
さ
ま
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

3
月
21
日
㈮

3
月
22
日
㈯
（
予
備
日
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
の
一
部

が
変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
新
た
な
行
政
課
題
に

即
応
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な

行
政
組
織
を
構
築
す
る
た
め
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
組
織
機

構
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。 

■「
児
童
福
祉
課
」
を
「
こ
ど
も
福

祉
課
へ
」

課
名
を
「
こ
ど
も
福
祉
課
」
に

改
称
す
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
・

保
育
園
の
窓
口
を
一
本
化
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
幼
稚
園
業
務
は
教

育
総
務
課
で
、
保
育
園
業
務
は
児

童
福
祉
課
で
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
窓
口
を
一

本
化
し
「
こ
ど
も
福
祉
課
」
に
置

く
こ
と
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
対
応
す
る
こ
と
や
、

未
就
学
児
の
い
る
保
護
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
３
月
ま
で
の
「
児
童
福

祉
課
」
の
業
務
は
、そ
の
ま
ま
「
こ

ど
も
福
祉
課
」
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
こ
ど
も
福
祉
課

石
橋
庁
舎
１
階

☎（
52
）１
１
１
４

■「
総
合
政
策
課
」
に
「
公
有
資
産

活
用
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
財
政
状
況
の
見
通
し
を
踏
ま

え
、
公
共
施
設
の
将
来
の
行
政
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
適
正
な
あ
り
方
を
、

改
め
て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「
公
有
資
産
活
用
グ
ル
ー
プ
」

を
総
合
政
策
課
の
中
に
新
設
し
、

施
設
の
現
況
や
課
題
等
へ
の
対
応
、

将
来
の
施
設
の
必
要
性
等
を
勘
案

し
、「
公
共
施
設
の
再
配
置
」
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

国
分
寺
庁
舎
２
階

☎（
40
）５
５
５
０

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

下
水
道
・
浄
化
槽
は

た
だ
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

快
適
に
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

を
使
用
さ
れ
る
皆
様
へ
最
低
限
守

っ
て
い
た
だ
く
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。 

○
油
を
流
さ
な
い

 　

油
を
流
す
と
下
水
道
管
が
油
で

固
着
し
て
し
ま
い
、
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
汚
水
が
溢
れ
た
り
、
ひ
ど
い

場
合
は
一
般
住
宅
の
敷
地
に
汚
水

が
溢
れ
る
事
故
も
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
特
に
飲
食
店
に
つ
い
て

は
、
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
を
設
置
し

て
適
正
な
管
理
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。 

○
溶
け
な
い
も
の
を
流
さ
な
い

　

最
近
、
タ
オ
ル
が
ポ
ン
プ
に
絡

ま
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

タ
オ
ル
、
水
に
溶
け
な
い
紙
、
紙

お
む
つ
等
を
流
す
と
区
域
に
よ
っ

て
は
、
ポ
ン
プ
で
汚
水
を
中
継
し

て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
ポ
ン
プ
が

停
止
し
て
し
ま
い
、
汚
水
が
溢
れ

る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
へ

○
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
機
器
類
の
調
整
・
消
毒
薬
の

補
充
等
を
4
か
月
に
1
回
以
上
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県

の
登
録
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。（
処
理
方
式
や
対
象
人
員
に

よ
っ
て
回
数
は
異
な
り
ま
す
。）

○
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
内
に
汚
泥
が
た
ま
る
と
、

臭
い
や
水
質
悪
化
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
市
で
許
可
さ
れ
て
い
る
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
次
の
2
つ

の
検
査
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
業
者
に
委

託
で
き
ま
す
。

① 

使
用
開
始
後
３
〜
８
か
月
以
内

に
受
け
る
水
質
検
査

② 

年
に
１
回
の
定
期
検
査
（
保
守

点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
☎（
48
）２
１
２
３

2

3
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手
話
講
習
会
の

お
知
ら
せ

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
合

同
に
よ
る
手
話
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
入
門
基
礎
講
座
（
全
38
回
）】

■
日
時

４
月
19
日
〜
1
月
31
日
の
土
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館
、
他

■
対
象
と
定
員

初
め
て
手
話
を
学
び
、
手
話
を

段
階
的
に
学
び
た
い
方
、
も
し
く

は
「（
旧
）入
門
」
課
程
修
了
者
20

名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

３
，０
０
０
円

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座（
全
24
回
）】

■
日
時

４
月
19
日
〜
11
月
22
日
の
土
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
場

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館
、
他

■
対
象
と
定
員

「（
旧
）基
礎
」講
座
修
了
者
、
も

し
く
は
相
応
の
経
験
者（「（
旧
）

基
本
」「（
旧
）応
用
」「（
旧
）実
践
」

の
各
課
程
修
了
者
）
10
名

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料　

実
費

■
申
し
込
み
期
限

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
３
月

20
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
２

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の

提
出
は
４
月
30
日
ま
で

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託

し
て
い
る
事
業
主
は
、
家
内
労
働

法
に
よ
る
「
委
託
者
」
に
な
り
ま

す
の
で
、「
委
託
状
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
家
内
労
働
者
数
に
つ
い
て
、
労

働
基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木

労
働
局
に
届
け
出
る
も
の
で
す
。

な
お
、家
内
労
働
法
に
い
う「
家

内
労
働
者
」
と
は
、
物
品
の
提
供

を
受
け
、
他
人
を
使
わ
ず
自
己
ひ

と
り
、
ま
た
は
同
居
の
家
族
だ
け

で
物
品
の
製
造
・
加
工
に
従
事
し
、

工
賃
を
得
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

グ
リ
ム
絵
画
展
・
グ
リ
ム

童
話
賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

２
月
15
日
、
グ
リ
ム
の
館
で
第

14
回
グ
リ
ム
絵
画
展
並
び
に
第
14

回
グ
リ
ム
童
話
賞
の
入
賞
者
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
２
月
16
日
か
ら
23

日
ま
で
展
示
さ
れ
、
多
く
来
場
者

が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
他
の
受
賞
に
つ
い
て
は
グ
リ

ム
の
森
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

【
グ
リ
ム
絵
画
展
】

〈
一
般
の
部
〉

○
グ
リ
ム
大
賞　

「
烏
ケ
森
公
園
」

　

川
勾　

英
雄
（
下
野
市
）

○
グ
リ
ム
準
大
賞

　
「
初
秋
の
姿
川
」

　
　

入
澤　

八
重
子（
宇
都
宮
市
）

　
「
晩
秋
の
姿
川
」

　

大
根
田
登
美
子（
宇
都
宮
市
）

　
「
姿
川
慕
景
」

　

菊
田　

一
馬
（
宇
都
宮
市
）

〈
幼
・
小
・
中
の
部
〉

○
グ
リ
ム
大
賞

　
「
早
く
帰
ろ
う
」

　

難
波　

明
珠
子
（
下
野
市
）

○
グ
リ
ム
準
大
賞

「
な
が
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
」

　

髙
田　

侑
奈
（
宇
都
宮
市
）

「
ザ
リ
ガ
ニ
つ
れ
た
よ
！
」

　

渡
邉　

瑞
生
（
下
野
市
）

「
森
の
中
の
館
」

　

篠
崎　

菜
花
（
下
野
市
）

【
グ
リ
ム
童
話
賞
】

〈
一
般
の
部
〉

○
大
賞

「
漬
物
大
明
神
」

　

小
田　

由
紀
子
（
岡
山
県
）

○
優
秀
賞

「
猫
の
月
時
計
」

　

小
林　

栗
奈
（
東
京
都
）

「
つ
ま
ず
き
石
」

　

む
か
い
も
と　

実
穂

（
神
奈
川
県
）

〈
中
学
生
以
下
の
部
〉

○
大
賞

　
「
ユ
ウ
レ
イ
の
、
石
」

　

R
E
I
N
A

（
ア
メ
リ
カ　

小
学
6
年
生
）

※ 

絵
画
展
入
賞
作
品
集
及
び
童
話

賞
入
賞
作
品
集
（
3
0
0
円
）

を
グ
リ
ム
の
館
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
電
子
書
籍
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

グリム絵画  一般の部  大賞
「烏ケ森公園」　川勾　英雄

グリム絵画
幼少中の部  大賞
「早く帰ろう」
難波　明珠子
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市
民
公
開
講
座
の

ご
案
内

3
月
27
日
㈭
か
ら
29
日
㈯
に
か

け
て
、
自
治
医
科
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
で
第
１
１
９
回
日
本
解
剖
学
会

総
会
・
全
国
学
術
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

日
本
解
剖
学
会
は
一
般
の
方
々

へ
の
啓
蒙
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
本
学
術

集
会
の
会
期
中
に
市
民
公
開
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

講
演
者
に
は
電
子
顕
微
鏡
の
専

門
家
の
先
生
を
お
招
き
し
ま
す
。

走
査
電
子
顕
微
鏡
で
映
し
出
さ

れ
た
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
、
医
学
部

な
ど
の
講
義
で
紹
介
し
て
い
る
デ

ー
タ
を
交
え
な
が
ら
豊
富
な
写
真

を
用
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

医
学
・
生
物
学
に
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
入
場
は
無
料
で
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

「
電
子
顕
微
鏡
が
明
か
す
ミ
ク

ロ
の
世
界
―
マ
ウ
ス
の
受
精
卵
か

ら
身
体
が
作
ら
れ
る
ま
で
―
」

講
演
者
：
近
藤
俊
三 

先
生

（
日
本
電
子
株
式
会
社
）

■
日
時　

３
月
29
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

自
治
医
科
大
学

地
域
医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ　

中
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

第
1
1
9
回
日
本
解
剖
学
会
総

会
・
全
国
学
術
集
会
実
行
委
員
会

（
自
治
医
科
大
学
医
学
部
解
剖

学
講
座
組
織
学
部
門
）

☎（
58
）７
３
１
４

　

anat119@
jichi.ac.jp

下
野
市
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画（
第
二
次
）

（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
結
果

１
月
６
日
〜
31
日
ま
で
「
下
野

市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画

（
第
二
次
）（
案
）」
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
た
結
果
、
２
名
の
方
か

ら
７
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
や
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9

講
演
会「
県
内
経
済
と
消
費

税
増
税
の
影
響
」の
開
催
に

つ
い
て

県
内
経
済
に
つ
い
て
、
専
門
家

の
意
見
を
伺
う
良
い
機
会
で
す
の

で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

３
月
６
日
㈭

午
後
３
時
〜
５
時

（
受
付
：
午
後
２
時
30
分
〜
）

■
演
題

「
県
内
経
済
と
消
費
税
増
税
の

影
響
」

■
講
師

　
株
式
会
社
あ
し
ぎ
ん
総
合
研
究
所

常
務
取
締
役　

主
席
研
究
員　

豊
田　

晃
氏

■
会
場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
若
草
1

10

6
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
栃
木
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

☎
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

同
窓
会「
第
７
回
作
品

展
」開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時

・
３
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
３
月
28
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

体
育
館
（
栃
木
市
神
田
町
９
―

40
）

■
展
示
作
品

書
道
・
絵
画
・
日
光
彫
・
陶
芸
・

写
真
・
絵
手
紙
・
手
工
芸
・
俳
句

等■
付
帯
事
業

即
売
コ
ー
ナ
ー
・
休
憩
所
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓
会

作
品
展
実
行
委
員
会

　

委
員
長　
　

小
久
保　

晃

☎
０
２
８
２（
23
）８
７
５
６

　

事
務
局
長　

大
栗　

利
夫

☎
０
２
８
２（
22
）４
３
８
７

募　

集

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士　

時
給
1
，0
5
0
円

・
保
健
師　

時
給
1
，1
0
0
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報
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平
成
26
年
度
消
費
生
活

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
普
及
啓

発
が
で
き
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
市
消

費
者
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
方
、
消
費
者
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
間

５
月
〜
11
月
ま
で
の
12
日
間

■
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

■
内
容

消
費
生
活
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
講
義
、
実
習

な
ど

■
受
講
料　

無
料

■
募
集
人
員　

若
干
名

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　

3
月
28
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

年
度
末
は
や
っ
ぱ
り

こ
れ
し
か
な
い
！

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ

る「
歌
声
」で
し
ょ
う
！

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
程

・
南
河
内
公
民
館

３
月
７
日
㈮

毎
月
第
１
金
曜
日

・
グ
リ
ム
の
館

３
月
13
日
㈭

■
２
会
場
共
通
事
項

・
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

・
参
加
費　

５
０
０
円

（
歌
集
貸
出
・
申
し
込
み
不
要
）

・
講
師　

三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
藤　

☎（
48
）１
６
６
３

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」養

成
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

る
応
援
者
で
す
。
認
知
症
は
だ
れ

で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で

す
。
い
つ
自
分
や
家
族
が
、
あ
る

い
は
友
人
や
知
り
合
い
が
認
知
症

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
に
つ
い
て
、
学
び
た
い
方
な
ど
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

養
成
講
座
終
了
後
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
、「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
日
時

３
月
19
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

き
ら
ら
館
研
修
室

■
内
容

①
認
知
症
に
つ
い
て

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

40
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
、
社
会
の
た
め
に
、
誰
か
の
た

め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

下
野
市
で
は
約
５
０
０
人
の
会

員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

入
会
の
際
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
お
電
話
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

■
入
会
で
き
る
方

・ 

原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方

・ 

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
い
た
方

・ 

入
会
説
明
を
受
け
、入
会
申
込

書
を
提
出
し
た
方

・ 

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
け
る
方

※ 

入
会
説
明
会
は
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。（
開
催
日
は
広

報
し
も
つ
け
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
月
の
開
催
日
は
46
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
し

く
みす

で
に
定
年
退
職
さ
れ
た
方
や
、

稼
業
を
後
継
者
に
譲
ら
れ
た
方
な

ど
、
何
か
の
仕
事
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
が

集
ま
っ
て
、
高
齢
者
に
向
い
て
い

る
仕
事
を
発
注
者
（
民
間
企
業
、

一
般
家
庭
、
公
共
団
体
等
）
か
ら

引
き
受
け
て
働
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

従
事
し
た
仕
事
に
応
じ
て
、
配

分
金
（
報
酬
）
を
支
払
う
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人　

下
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
47
）１
１
２
４

（
47
）３
２
７
０

　

shim
otsuke@

sjc.ne.jp　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い

る
団
体
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
申
し
込
み
・

　

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ
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ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
次
の
と
お

り
水
泳
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
月
会
費　

月
会
費
に
は
、
プ
ー

ル
入
場
料
を
含
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館
☎（
47
）１
１
２
６

■開催日時　　３月26日㈬・27日㈭　４月2日㈬・3日㈭
　　　　　　　午後１時30分から２時40分まで
■募集定数　　46名
■参加費　　　2,000円（全４回分：プール入場料含む）
　　　　　　　※定員になり次第締め切ります。
■持ち物　　　・水着　　　　・スイミングキャップ
　　　　　　　・バスタオル　・ゴーグル（プラスチック製）
■申し込み・問い合わせ先　ふれあい館　☎47－1126

教室名 開催初日 開催曜日・時間 定員 月会費 コース

小学生水泳1-Ⅰ(初心者) 4月16日㈬ 水曜日 17:40～18:50 40 3,000円

週
１
回
コ
ー
ス
（
月
当
た
り
４
回
）

小学生水泳1-Ⅱ(初心者) 4月17日㈭ 木曜日 17:40～18:50 40 3,000円

小学生水泳1-Ⅲ(初心者) 4月19日㈯ 土曜日 11:30～12:40 40 3,000円

小学生水泳2    (初心者) 4月16日㈬ 水曜日 19:00～20:10 20 3,000円

成人水泳教室 4月19日㈯ 土曜日 10:00～11:10 12 4,000円

成人初心者水泳教室 4月17日㈭ 木曜日 19:00～20:10 12 4,000円

女性初心者水泳教室Ⅰ 4月16日㈬ 水曜日 10:00～11:10 26 4,000円

女性初心者水泳教室Ⅱ 4月17日㈭ 木曜日 10:00～11:10 26 4,000円

アクアビクスⅠ 4月16日㈬ 水曜日 11:30～12:40 20 3,000円

アクアビクスⅠ 4月18日㈮ 金曜日 19:20～20:30 20 3,000円

水中ウォーキング 4月17日㈭ 木曜日 11:30～12:40 15 3,000円

※初めての水泳教室 A 5月13日㈫ 火曜日 17:40～18:30 26 2,300円
週
１
回
コ
ー
ス

（
月
当
た
り３回
）

※初めての水泳教室Ｂ 5月17日㈯ 土曜日 13:30～14:40 26 2,300円

※新講座を開設しました。

平
成
26
年
度
ふ
れ
あ
い
館

プ
ー
ル
講
座
受
講
生
募
集

小学生

小学生の皆さんに春休みの機会を利用して
水に親しんでいただくため、短期水泳教室を開講します。
新入生大歓迎！この春から小学生になるあなたも参加してください。

指導者を４名にして充実した指導を行います指導者を４名にして充実した指導を行います

4
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各
種
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す

市
で
行
う
各
種
審
議
会
・
委
員

会
な
ど
の
委
員
の
選
出
に
公
募
制

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
幅

広
く
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
、
市
政
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反

映
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

共
通
事
項

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で

な
い
こ
と

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

■
応
募
に
つ
い
て

募
集
課
で
配
付
し
て
い
る
応
募

用
紙
、
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印

有
効
。
各
窓
口
受
付
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

■
報
酬

日
額
６
，０
０
０
円（
生
涯
学

習
推
進
協
議
会
及
び
ふ
れ
あ
い

学
習
推
進
委
員
会
委
員
は
日
額

３
，０
０
０
円
）

■
選
考

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
歌
制
定
委
員
会
委
員

■
内
容

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
市
民

の
一
体
感
の
醸
成
及
び
ふ
る
さ
と

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
市
歌

を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。

■
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
市
歌
制
定
ま
で

（
平
成
28
年
3
月
末
予
定
）

■
会
議
開
催
回
数

全
５
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
公
募
人
数

３
人
以
内

■
募
集
期
間

3
月
7
日
〜
4
月
25
日

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

下
野
市
総
務
課

☎（
40
）５
５
５
１

（
40
）５
５
７
２

　

soum
u@
city.shim

otsuke.lg.jp

人
権
推
進
審
議
会
委
員

■
内
容

人
権
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施

策
を
審
議
し
、
人
権
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
及

び
調
整
し
、
市
人
権
行
政
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
施
策
の
推
進
を

図
る
た
め
意
見
、
提
言
を
い
た
だ

き
ま
す
。

■
任
期

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

年
１
〜
２
回
程
度

■
公
募
人
数

３
名
以
内

■
募
集
期
間　

３
月
３
日
〜
28
日

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

下
野
市
生
活
安
全
課

☎（
40
）５
５
５
５

（
40
）５
５
７
２

　

seikatsu@
city.
shim

otsuke.lg.jp

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

■
内
容

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
施
策
、
保
健
計
画
の
策
定
、
各

種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康
教
育

等
保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

幅
広
く
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
き

ま
す
。

■
任
期

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数　

年
２
回
程
度

■
公
募
人
数　

２
名

■
募
集
期
間

３
月
17
日
〜
28
日

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
５
０
２

下
野
市
下
古
山
１
２
２
０

下
野
市
健
康
増
進
課

（
き
ら
ら
館
内
）

☎（
52
）１
１
１
６

（
52
）３
７
１
２

　

kenkouzoushin@
city.

shim
otsuke.lg.jp

5
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イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

国
民
健
康
保
険　

 
運
営
協
議
会
委
員

■
内
容

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

共
通
事
項
の
応
募
資
格
に
加
え
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と

■
任
期

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

年
４
回
程
度
（
主
に
平
日
の
昼

間
の
開
催
と
な
り
ま
す
）

■
公
募
人
数　

６
名
（
被
保
険
者

代
表
５
名
、薬
剤
師
（
有
資
格
者
・

要
履
歴
書
）　

１
名
）

■
募
集
期
間

３
月
１
日
〜
20
日

■
そ
の
他

委
員
構
成
は
全
部
で
18
名
で
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

下
野
市
市
民
課

☎（
40
）５
５
５
６

　

（
44
）４
４
０
２

　

shim
in@
city.
shim

otsuke.lg.jp

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
委
員

■
内
容

市
の
高
齢
福
祉
の
基
本
方
針
と

な
る
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
よ
り
幅
広
い
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
計
画
に
つ
い
て
の

協
議
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

共
通
事
項
の
応
募
資
格
に
加
え
、

高
齢
福
祉
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

で
、
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で

き
る
こ
と

■
任
期

委
嘱
日
か
ら
計
画
策
定
終
了
ま

で■
会
議
開
催
回
数

全
６
回
程
度
（
平
日
の
昼
間
の

開
催
と
な
り
ま
す
）

■
公
募
人
数　

２
人

■
募
集
期
間

3
月
10
日
〜
28
日

■
そ
の
他

委
員
の
構
成
は
、
公
募
委
員
の

ほ
か
、
各
種
団
体
の
代
表
な
ら
び

に
医
療
・
福
祉
関
係
者
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
0
2

下
野
市
下
古
山
1
2
2
0

下
野
市
高
齢
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
5

（
52
）3
7
1
2

　

koureifukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

児
童
館
運
営
委
員
会
委
員

■
審
議
内
容

市
内
の
児
童
館
の
適
切
な
運
営

を
図
る
た
め
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
、
児
童
館
の
各
種
の
企
画
、
運

営
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
し
ま
す
。

■
任
期　
　
　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

年
１
〜
２
回
程
度

■
応
募
資
格

共
通
事
項
の
応
募
資
格
に
加
え
、

児
童
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
、

児
童
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
方

■
公
募
人
数　

２
名

■
募
集
期
間

３
月
３
日
〜
25
日

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
―
4

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

（
52
）１
１
３
７

　

jidoufukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
教
育
委
員
会
点
検 

評
価
外
部
評
価
委
員

■
内
容

下
野
市
教
育
委
員
会
の
事
務
管

理
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
点

検
評
価
及
び
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。

■
応
募
資
格

共
通
事
項
の
応
募
資
格
に
加
え
、

教
育
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

■
任
期

１
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

年
2
回
程
度

6
月
〜
7
月

■
公
募
人
数　

２
名

■
募
集
期
間

３
月
３
日
〜
28
日

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2

４

下
野
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

☎（
52
）１
１
１
７

（
52
）２
６
２
４

　

kyouikusoum
u@
city.

shim
otsuke.lg.jp 

平
成
26
年
度
法
務
省
専
門

職
員（
人
間
科
学
）募
集

心
理
学
等
の
専
門
性
を
発
揮
す

る
専
門
職
員
（
矯
正
心
理
専
門

職
）、
少
年
た
ち
を
更
生
に
導
く

専
門
職
員
（
法
務
教
官
）、
再
犯
・

再
非
行
の
防
止
と
社
会
復
帰
の
た

め
の
指
導
や
助
言
を
行
う
専
門
職

員
（
保
護
観
察
官
）
の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
等

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日

　

６
月
８
日
㈰

■
申
込
期
間

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

４
月
１
日
㈫
午
前
９
時
〜
14
日

㈪　

※
受
信
有
効

・
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
受
付

４
月
１
日
㈫
〜
２
日
㈬

※
消
印
有
効

■
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

○ 

矯
正
心
理
専
門
職
及
び
法
務
教

官
に
関
す
る
こ
と

法
務
省
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

☎
０
４
８（
６
０
０
）１
５
０
２

宇
都
宮
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

☎
０
２
８（
６
４
８
）５
０
６
２

お
知
ら
せ

募　
　

集
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○
保
護
観
察
官
に
関
す
る
こ
と

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

☎
０
４
８（
６
０
０
）０
１
８
１

相　

談

聞
こ
え
の
悩
み
・
補
聴
器
・

人
工
内
耳
の
相
談
会
の

ご
案
内

補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
装
用
を

検
討
さ
れ
た
り
関
心
が
あ
る
方
、

難
聴
や
聞
こ
え
の
こ
と
で
悩
み
を

お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮

し
ま
す
の
で
、
聞
こ
え
な
い
方
で

も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
11
時
ま
で

■
場
所

南
河
内
公
民
館
会
議
室

■
相
談
内
容

〈
難
聴
者
の
各
種
相
談
〉

身
体
障
害
者
相
談
員
等
が
相
談

に
の
り
ま
す
。（
聞
こ
え
の
悩
み
、

難
聴
者
の
意
思
疎
通
の
方
法
、
情

報
の
提
供
な
ど
）

〈
補
聴
器
個
別
相
談
〉

補
聴
器
専
門
店
の
方
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
販
売
は
し
ま
せ
ん
。

〈
人
工
内
耳
個
別
相
談
〉

人
工
内
耳
の
装
用
者
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
難
聴
者
協
会

☎（
51
）１
３
２
５

（
51
）１
３
２
６

　

tcnks58@
sky.ucatv.ne.jp

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日
時　

３
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員

4
名
（
１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30

分
間
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）1
6
7
2

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）、
商
業
・

法
人
登
記
関
係（
会
社
・
法
人
設
立
、

会
社
・
法
人
変
更
、
定
款
変
更
な

ど
）、
多
重
債
務
関
係
（
債
務
整

理
、
過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事

再
生
、
自
己
破
産
）、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

３
月
26
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
２

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会

小
山
支
部
監
事　

小
杉　

孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2　

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島　

陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）4
9
1
7

就　

職

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
で
は
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た

め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

民
間
の
教
育
機
関
に
委
託
し
て
職

業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
栃
木
県
立
県
南
産

業
技
術
専
門
校
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
訓
練
内
容

介
護
福
祉
士
科
（
２
年
コ
ー

ス
：
介
護
福
祉
士
養
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）

■
訓
練
実
施
場
所

栃
木
県
小
山
市

（
中
央
福
祉
医
療
専
門
学
校
）

■
受
講
対
象
者

３
月
28
日
ま
で
に
公
共
職
業
安

定
所
長
の
受
講
あ
っ
せ
ん
が
受
け

ら
れ
る
方
。（
前
記
あ
っ
せ
ん
に

は
公
共
職
業
安
定
所
で
の
相
談
が

必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

市の広報、ホームページに広告を載せてみませんか
広報は月に約1万8千部を発行、ホームページは

月に約４万５千のアクセスがあります。

企業のPR、オープンしたお店の宣伝、塾の生徒募

集などに有料広告を掲載してみませんか。詳しくは

ホームページまたは総合政策課まで。

市ホームページ　http://www.city.shimotsuke.lg.jp/

（この記事枠で、２分の１、50㎜×88㎜です）

　問い合わせ先　　総合政策課　☎40-5550
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参男
画女
社共
会同

「
将
来
の
夢
」

小
学
生
の
下
野
ユ
ウ
コ
さ
ん
は
、

春
休
み
に
乗
っ
た
電
車
の
運
転
士

が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

ユ
ウ
コ
「
マ
マ
、
運
転
士
さ
ん
が

女
の
人
だ
ね
。
カ
ッ
コ
イ
イ
ね
。」

マ
マ
「
電
車
の
運
転
士
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
も
女
性
が
ふ
え
て
い
る

わ
ね
。」

ユ
ウ
コ
「
お
友
達
の
タ
ロ
ウ
く
ん

は
小
さ
な
子
ど
も
が
好
き
で
、
保

育
士
さ
ん
に
な
り
た
いっ
て
言
っ
て

た
よ
。
私
は
運
転
士
に
な
り
た
い

な
。」

マ
マ
「
少
し
ず
つ
、
女
性
だ
か
ら
、

男
性
だ
か
ら
と
い
う
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
希
望
す
る
仕
事
が
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
ね
。」

◇　

◇　

◇

以
前
は
、
電
車
や
タ
ク
シ
ー
、

バ
ス
の
運
転
手
は
多
く
が
男
性
の

仕
事
、
保
育
や
看
護
に
つ
い
て
は

多
く
が
女
性
の
仕
事
と
み
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
１
９
８
６
年
に
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て

以
降
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の

就
職
先
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
使
わ
れ

る
金
融
商
品
に
は
、
未
公
開
株
、

社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、
権
利
取
引
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
話

題
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
高
齢
者

が
興
味
や
関
心
を
持
ち
そ
う
な
事

業
、
新
し
く
て
将
来
性
の
あ
る
事

業
、
社
会
貢
献
に
つ
な
が
り
そ
う

な
事
業
な
ど
が
、
詐
欺
的
な
投
資

勧
誘
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
将
来
有
望
な
会
社
で
す
」「
必

ず
も
う
か
り
ま
す
」「
○
○
市
の

方
限
定
で
申
し
込
み
可
能
で
す
」

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
ま
す
。

「
今
だ
け
」「
特
別
に
」
な
ど
の
甘

い
言
葉
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

南
河
内
地
区
仁
良
川
の
満
福
寺

に
あ
る
ツ
バ
キ
は
、
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
バ
キ
は
、
推
定
樹
齢

3
0
0
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

満
福
寺
は
照
月
山
・
阿
弥
陀
院
・

真
言
宗
智
山
派
で
す
。
鎌
倉
時
代

の
中
期
に
、
慈
猛
上
人
が
下
野
国

薬
師
寺
の
座
主
と
な
り
、
西
根
に

満
福
寺
を
開
創
す
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
1
6
9
7

年
（
元
禄
10
）
に
仁
良
川
村
結
城

街
道
に
移
転
さ
れ
現
在
に
い
た
り

ま
す
。
隆
盛
時
に
は
、
門
末
16
か

寺
を
有
し
、
中
本
寺
と
称
せ
ら
れ

ま
し
た
。
本
尊
は
大
日
如
来
で
す
。

ツ
バ
キ
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
満
福
寺
で
初
春
に
開
花
す

る
ツ
バ
キ
を
観
て
心
を
癒
し
ま
し

ょ
う
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ま
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

詐
欺
的
な

投
資
勧
誘
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

２
月
号
掲
載
「
下
野
市
ふ
る
さ

と
か
る
た
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

• 

見
出
し「
今
月
は「
え
」で
す
。」

は
、「
今
月
は「
か
」で
す
。」の

誤
り
で
す
。

• 

本
文
文
頭
「
小
金
井
一
里
塚

は
、」
は
誤
記
で
す
。

• 

本
文
２
〜
３
行
目
「
慶
安
年

中（
１
９
４
８
〜
１
６
５
２
）」

は
、「
慶
安
年
中（
１
６
４
８
〜

１
６
５
２
）」
の
誤
り
で
す
。

• 

本
文
15
行
目「
開
運
寺
」は「
開

雲
寺
」
の
誤
り
で
す
。

正しい札

結
婚
し
た
女
性
の
96
％
以
上
は

夫
の
氏
に
し
、
夫
婦
の
代
表
は
夫

で
あ
る
と
い
う
考
え
や
、「
男
は
主
、

女
は
従
」
と
す
る
性
別
役
割
意
識

が
日
本
の
社
会
に
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
考
え
の
夫
は
、
家

庭
内
で
自
分
が
優
先
さ
れ
て
当
然

と
考
え
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
妻

が
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
思
う
よ
う
で
す
。
実

際
に
、
Ｄ
Ｖ
の
多
く
が
、
こ
う
し

た
性
別
役
割
意
識
に
よ
る
不
満
を

理
由
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
夫
婦
間
で
の
暴
力
は
当
た
り

前
。
妻
は
我
慢
し
た
り
、
夫
を
怒

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
意
識
は
、
社
会

全
体
の
問
題
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
D
V
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

「
夫
婦
間
の
意
識
の

　
違
い
に
よ
っ
て
…
」
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１
①③

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
９ 10 11 12 13 14 15
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
16 17 18 19 20 21 22
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
23 24 25 26 27 28 29
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
30 31
②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

11日(火) 旧石橋町建設課車庫（石橋841-3）
18日(火) 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
19日(水) ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。
国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　4・11・18日、4月1・8日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　25日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　3・10・17日、4月7日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　24日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　7・14日、4月4・11日

　（いずれも金曜日）
児童母子相談　13日㈮
法律相談　28日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

３
月
天平公園 シルバー人材センター

花広場 小山北ロータリークラブ

4
月
天平公園

4月は清掃はありません。
花広場

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　３月31日（月）
国民年金保険料 2月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

（ ）

くらしの情報

日時 8日㈯ ･ 22日㈯

場所 南河内児童館
（22日はゆうゆう館）

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp
://w

w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

3⽉
March
弥⽣
やよい
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4
5
新庁舎建設
連載vol.1　ねんりんピック栃木2014

6 下野市議会議員選挙
4月20日㈰　午前７時～午後８時

8
10
まちの話題
税のお知らせ

11

12

春は就職・進学・転勤の季節です
届出をお忘れなく
区画整理事業地内の宅地公売

14

16 国民年金だより

17

20

保健便り

Let’s SPORTS

26 第８回下野市教育のつどいを盛大に開催しました

27
28
30

国際交流員ザブリーナ・リンのコラム
語学講座のご案内

32
33
34

図書館Library Information
読書人
新・下野市風土記

35
48
くらしの情報
《下野国分寺跡保存整備完成記念事業》
しもつけ　薪能

今月
の

表紙

今月の何の日

３
月
21
日

ラ
ン
ド
セ
ル
の
日

　

ぴ
か
ぴ
か
の
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
小
学
校
の
６
年

間
毎
日
一
緒
に
過
ご
す
大
切
な
道
具
で
す
。

３
＋
２
＋
１
が
、
小
学
校
の
修
業
年
数
の

６
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ミ

ニ
サ
イ
ズ
に
加
工
す
る
制
作
者
な
ど
が
提

唱
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
歴
史
は
意
外
と
古
く
、

江
戸
時
代
の
幕
末
。
西
洋
式
の
軍
隊
制
度

と
と
も
に
布
製
の
背
負
い
袋
が
輸
入
さ
れ

た
も
の
が
ラ
ン
ド
セ
ル
の
始
ま
り
と
言
わ

れ
、
そ
の
後
、
今
の
よ
う
な
箱
型
の
ラ
ン

ド
セ
ル
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
は
卒
業
す
る
ま
で
、
ず
っ

と
使
い
続
け
た
い
も
の
。
上
手
な
使
い
方

と
し
て
は
、
ま
ず
、
背
負
い
ひ
も
の
調
整
。

背
負
い
ひ
も
は
き
つ
す
ぎ
て
も
、
ゆ
る
す

ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。ち
ょ
う
ど
よ
い
の
は
、

背
負
っ
た
時
に
背
中
と
ラ
ン
ド
セ
ル
の
間

に
子
ど
も
の
手
が
一
つ
入
る
く
ら
い
の
ゆ

と
り
が
あ
る
こ
と
。
雨
に
濡
れ
た
ら
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
、
雨
を
ふ
き
取
り
陰
干
し
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

※
参
考
資
料
：
一
般
社
団
法
人
日
本
鞄
協

会　

ラ
ン
ド
セ
ル
工
業
会

　

http://w
w
w
.randoseru.gr.jp/

　１月１３日、もうすっかり下野市の冬の風物詩
となった天平マラソン大会が開催されました。
　走行コースはおやこコース（１キロメートル）か
らハーフマラソン（２１．０９７５キロメートル）
まで多様に設定され、平坦でベストタイムが出や
すいコースと評判です。
　今回も県内外から多くの参加をいただきまし
た。大会結果は２０ページをご覧ください。

目次　Contents
し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
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■人口と世帯（2月 1日現在）
　　人口／60,299人（+20）、男性／30,053人（+17）、女性／30,246人（+3）、世帯数／22,378世帯（+31）

成人おめでとうございます
区画整理事業地内の宅地を公売しています

成人おめでとうございます
区画整理事業地内の宅地を公売しています
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第8回下野市天平マラソン大会が開催されました第 8回下野市天平マラソン大会が開催されました
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまで
ご連絡ください。
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市ホームページ
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市ホームページ
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